
●今月の主なお知らせなど

平成28年度下半期財政状況
各種健診が始まります

叙勲受章おめでとうございます

世界初・最大の周年無菌養蚕工場が竣工
国道325号の無電柱化事業が一部完成
土砂災害から身を守るための備え

㊗日本遺産認定「菊池川流域の米作り」
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６
月
の
広
報

　２年生のときから週に１回習字教室に通って
いて、ことしで４年目になりました。部活はサッ
カー部で、ポジションはトップです。週３回の練
習を頑張っています。

江東　健
け ん

人
と

さん
大道小学校５年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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10 土砂災害から身を守るための備え
11 国道 325 号の無電柱化事業が一部完成
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18 みんなの広場 /今月の街角ギャラリー
20 市民文芸
21 新着図書ピックアップ

『やまが肝いりどん』通信
22 西南戦争と山鹿　第 10回

消費生活相談
23 環境だより /OTASUKE 戦隊・助けるんジャー第 26話
24 わくわくネット
26 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.98
28 およろこび・うぶごえ・おくやみ
29 案内版
36 定例相談
37 オムロンハンドボール部

６月の休日在宅当番医・当番薬局
38 山鹿市地域包括支援センターだより
40 すくすく倶楽部

山鹿元気プロジェクト通信No. ７

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問情報システム広報課　☎ (43)1118

今月の表紙
燈籠制作開始祭

　４月21日、大宮神社（山鹿）で燈籠制作開始祭
が行われ、山鹿灯籠師組合（中島光

みつ

代
よ

組合長）や関
係者ら約20人が出席。中島組合長が刃物入れの儀
を行い、山鹿灯籠まつりへ向けて本格的な作業がス
タートしました。この日から新たに３人の灯籠師が
認定され、４年ぶりの灯籠師誕生となりました。

灯籠師に認定された３人。左から中村潤
じゅん

弥
や

さん、中島弘
ひろ

敬
たか

さん、坂本ゆかりさん
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木山　敏
と し

則
の り

さん
合里（鹿央）

富田　重
し げ

明
あ き

さん
古閑（山鹿）

鹿子木　繁
しげる

さん
名塚（山鹿）

瑞宝双光章（警察功労） 旭日双光章（地方自治功労）

瑞宝単光章（防衛功労） 瑞宝単光章（消防功労） 瑞宝双光章（消防功労）

井上　太
た

郎
ろ う

さん
芋生（鹿北）

太田黒　鐵
て つ

郎
ろ う

さん
岩野（鹿北）

叙
勲
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
の
広
い
分
野
で
の
長
年
の
功
績
に
よ
り
受
章
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　警察官として長年業務に精
励し、熊本県警部として退職
されるまで、数々の事件解決
など治安維持に努め、国民の
身体と財産の保護に尽力され
ました。

　４期 12 年にわたり旧鹿北
町議会議員として在職後、３
期 11 年にわたり山鹿市議会
議員として在職。山鹿市の産
業振興、教育、文化、福祉の
向上に尽力されました。

　山鹿植木広域行政事務組合
に在籍し、消防監として退職
されるまで、長年にわたり消
防の充実・発展に努め、地域
住民の生命財産の保全に尽力
されました。

　多年にわたり山鹿市消防団
員として在籍し、副団長として
職務に精励し、災害の現場に
率先して出動するなど被害の
軽減に努め、地域住民の生命
財産の保全に尽力されました。

　陸上自衛官として長年業務
に精励し、准陸尉として退職
されるまで陸上自衛隊の充
実・発展に努め、国の防衛業
務や災害業務に尽力されまし
た。



広報やまが　2017.6　4

●
申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
道
の
り

　
平
成
27
年
度
に
熊
本
県
と
４
市
町
で

菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
認
定
推
進
協
議

会
を
設
立
。
認
定
を
目
指
し
て
申
請
し

ま
し
た
が
、
選
外
で
し
た
。
そ
の
後
、

協
議
会
で
は
度
重
な
る
検
討
を
行
い
、

こ
と
し
２
月
に
再
申
請
。
昨
年
度
の
反

省
を
踏
ま
え
、
菊
池
川
流
域
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
見
つ
め
直
し
た
結
果
、
今
回
の

残
っ
て
い
ま
す
。
平
地
に
は
古
代
か
ら

受
け
継
が
れ
た
条じ

ょ
う

里り

、
山や

ま

間あ
い

に
は
高
地

で
の
米
作
り
を
可
能
に
し
た
井い

手で

（
用

水
路
）
と
棚
田
、
海
辺
に
は
湿
地
か
ら

広
大
な
耕
作
地
を
生
み
出
し
た
干
拓
。

米
作
り
を
支
え
た
先
人
た
ち
に
よ
る
土

地
利
用
の
広
が
り
が
、今
も
姿
を
留
め
、

そ
の
全
て
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
に
ぎ
や
か
な
祭
り
や
豊
か

な
食
と
い
う
無
形
の
文
化
も
息
づ
く
な

ど
、
菊
池
川
流
域
は
古
代
か
ら
現
代
ま

で
の
日
本
の
米
作
り
文
化
の
縮
図
で
あ

り
、
そ
の
文
化
的
景
観
や
米
作
り
が
も

た
ら
し
た
芸
能
・
食
文
化
に
出
会
え
る

貴
重
な
場
所
な
の
で
す
。

●
菊
池
川
流
域
の
構
成
文
化
財

　
今
回
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

４
市
町
に
ま
た
が
る
33
件
の
文
化
財
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

本
市
に
位
置
す
る
も
の
を
一
部
紹
介
し

ま
す
。

　
●
　�
菊
池
川
流
域
の
弥
生
時
代
の
大
集
落

遺
跡
群
…
方か

と

う

だ

保
田
東ひ

が
し

原ば
る

遺
跡
を
は
じ

め
と
す
る
、
大
規
模
集
落
遺
跡
。
方

認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
度
目
の
挑
戦
で
認
定
を
果
た
し
た

関
係
者
は
、
喜
び
に
沸
き
ま
し
た
。
古

代
か
ら
、
菊
池
川
を
背
骨
と
し
て
歴
史

や
文
化
を
繁
栄
さ
せ
て
き
た
４
市
町
。

そ
の
つ
な
が
り
を
し
っ
か
り
と
胸
に
、

後
世
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

●
日
本
遺
産
と
は
？

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、
海
外
へ

日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
、

文
化
庁
が
平
成
27
年
度
に
つ
く
っ
た
制

度
で
す
。
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
で
、
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
な
ど
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

●
菊
池
川
流
域
の
ス
ト
ー
リ
ー

　
菊
池
川
流
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
タ
イ

ト
ル
は
『
米
作
り
、
二
千
年
に
わ
た
る

大
地
の
記
憶
～
菊
池
川
流
域
「
今こ

ん

昔じ
ゃ
く

『
水す

い

稲と
う

』
物
語｣

～
』
で
す
。

　
菊
池
川
流
域
に
は
、
２
千
年
に
わ
た

る
米
作
り
に
よ
る
大
地
の
記
憶
が
今
も

日
本
遺
産
認
定「
菊
池
川
流
域
の
米
作
り
」

祝

　
４
月
28
日
、
文
化
庁
は
日
本
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
創
設
し
た
「
日
本
遺
産
」
の
第
３
弾
と
し

て
17
件
を
発
表
。
山
鹿
市
・
玉
名
市
・
菊
池
市
・
和
水
町
の
４
市
町
で
構
成
さ
れ
る
菊
池
川
流
域
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

喜びに沸く協議会委員ら（右から３番目が中嶋憲
けん

正
せい

市長）

菊池川菊池川流域の弥生時代の大集
落遺跡群（方保田東原遺跡）

菊池川流域の酒造り 山鹿湯町　豊前街道沿いの歴
史的町並み

岩原双子塚古墳

八千代座

菊池川流域の装飾古墳群

肥後神楽

菊池川の条
じょう

里
り

 跡、区画割

長坂なれなれ なすび踊り
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保
田
東
原
遺
跡
か
ら
は
、
米
作
り
を

示
す
道
具
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
石い

し

包ぼ
う

丁ち
ょ
う

形が
た

鉄て
っ

器き

は
全
国
唯
一
の

も
の
で
す
。

　
●
　�

流
域
の
装そ

う

飾し
ょ
く

古
墳
群
…
米
作
り
の
富

に
よ
り
繁
栄
し
た
装
飾
古
墳
群
。
チ

ブ
サ
ン
古
墳
を
は
じ
め
、
流
域
の
装

飾
古
墳
は
１
１
７
基
を
数
え
、
そ
の

密
度
は
国
内
一
で
す
。

　
●
　�
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

跡あ
と

…
米
を
備
蓄
し
た
古
代
の

軍
事
補
給
基
地
。
発
掘
調
査
に
よ
り

大
量
の
炭た

ん

化か

米ま
い

と
米こ

め

倉ぐ
ら

跡あ
と

が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沈
ん
だ
太
陽

を
扇お

う
ぎ

で
呼
び
戻
し
て
ま
で
田
植
え

を
終
え
さ
せ
た｢
米よ

な

原ば
る

長ち
ょ
う

者じ
ゃ

伝
説｣

が
残
り
ま
す
。

　
●
　�

番ば
ん

所し
ょ

地
区
の
棚た

な

田だ

…
筑ち

く

肥ひ

山
地
南
側

に
位
置
す
る
急き

ゅ
う

峻し
ゅ
んな

斜
面
を
切
り
開

い
て
造
ら
れ
た
棚
田
で
す
。

　
●
　�

山
鹿
湯ゆ

町ま
ち　
豊ぶ

前ぜ
ん

街か
い

道ど
う

沿
い
の
歴
史

的
町
並
み
…
街
道
と
菊
池
川
の
船ふ

な

着つ
き

場ば

が
交
差
し
た
山
鹿
湯
町
は
、
江
戸

時
代
以
降
、
物
流
の
拠
点
と
し
て
も

繁
栄
し
ま
し
た
。
土ど

蔵ぞ
う

造づ
く

り
の
建
物

が
並
ぶ
現
在
の
様
子
は
往
時
の
繁
栄

を
偲し

の

ば
せ
、米
を
使
っ
た
酒
造
会
社
、

麹こ
う
じ

屋や

な
ど
歴
史
あ
る
商
店
が
軒
を
連

ね
ま
す
。

　
●
　�

八や

千ち

代よ

座
…
明
治
43
年
、
米
問
屋
な

ど
の
旦だ

ん

那な

衆し
ゅ
うに

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

芝
居
小
屋
で
す
。

　
●
　�

長
坂
な
れ
な
れ
な
す
び
踊
り
…
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うを

祈
る
意
を
含
む
と
い
う
奉
納

踊
り
で
す
。
起
源
は
室
町
時
代
と
さ

れ
、
麻あ

さ

の
狩か

り

衣ぎ
ぬ

を
着
た
男
た
ち
が
大

太
鼓
を
中
心
に
し
て
輪
に
な
っ
て
踊

り
ま
す
。

●
認
定
さ
れ
た
後
、ど
う
す
る
の
か
？

　
認
定
さ
れ
て
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で

す
。
日
本
遺
産
を
活
用
し
、
地
域
を
ど

う
創
っ
て
い
く
の
か
。
今
後
３
年
間
の

取
り
組
み
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

新
し
い
体
制
を
つ
く
る

　
市
民
や
民
間
団
体
の
皆
さ
ん
を
メ
ン

バ
ー
に
入
れ
た
、
新
し
い
協
議
会
を
立

ち
上
げ
ま
す
。
日
本
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を

生
か
し
た
今
後
の
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

人
を
つ
く
る

　
観
光
客
に
分
か
り
や
す
く
話
が
で

き
、
リ
ピ
ー
ト
率
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

な
ガ
イ
ド
を
育
て
て
い
き
ま
す
。
市
民

の
誇
り
を
高
め
る
た
め
、
次
世
代
を
担

う
中
高
校
生
を

メ
ン
バ
ー
と
し

た
会
議
を
開
催

し
、
将
来
の
菊
池

川
流
域
に
つ
い

て
考
え
る
場
を

つ
く
り
ま
す
。

情
報
を
発
信
し
、
人
を
呼
び
込
む

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
含
め
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
菊
池
川

流
域
の
認
知
度
を
上
げ
、
集
客
に
つ
な

げ
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る

　
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
続
く
お
い

し
い｢

米
ど
こ
ろ｣

の
優
位
性
を
生
か

し
、
地
元
飲
食
店
・
酒さ

か

蔵ぐ
ら

・
農
業
団
体
・

商
工
業
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
米
に
関

連
し
た
お
い
し
い
地
域
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン

ド
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

守
り
・
継
承
す
る

　
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
文
化
財

を
地
域
の
宝
と
し
て
受
け
継
い
で
い
く

た
め
、
市
民
へ
の
出
前
講
座
を
実
施
し

て
理
解
を
深
め
ま
す
。

整
備
す
る

　
外
国
人
向
け
の
多
言
語
に
よ
る
説
明

看
板
な
ど
を
設
置
し
、
周
遊
環
境
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。

　
日
本
の
遺
産
と
認
め
ら
れ
た
地
域
の

宝
を
、
活
用
し
て
継
承
し
て
い
く
た
め

に
、
今
後
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、

実
行
し
て
い
き
ま
す
。

※�

上
下
の
写
真
は
33
文
化
財
の
う
ち
、

山
鹿
市
に
関
連
し
た
も
の
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
社
会
教
育
課　
☎（
43
）１
６
５
１

菊池川の条
じょう

里
り

 跡、区画割

長坂なれなれ なすび踊り

鞠智城跡

阿
あ

佐
さ

古
ご

かせいどりうち

御宇田井手

菊池川流域の雨乞い習俗（踊
り、太鼓、仏像洗い）

菊池川流域の灌
かん

漑
がい

施設

このしろ丸ずし

番所地区の棚田

赤酒

文化庁認定
日本遺産ロゴマーク
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財 政 状 況

●地域づくり市民塾
　地域づくりに積極的に参加し、将来の山鹿市
を担う人材を育成するため、ワークショップを
開催し、参加者同士の交流や地域資源を再発見
できる環境づくりを推進しました。

●防災対策費
　防災意識の向上を目指し、災害や防災に関する情
報をまとめた防災マップ（改訂版）を全戸に配布し、
誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりを推進し
ました。

●保育環境充実支援事業
　保護者の就労と子育ての両立や、健やかな子ど
もの育成を図るため、私立保育園の整備を支援し、
子どもを産み、育て、暮らし続けたいと思えるま
ちづくりを推進しました。

●新シルク蚕業構想推進事業
　山鹿シルクの生産体制の確立、認知度の向上
を図るため、ブランド戦略の策定や天空桑園ルー
トの環境整備に取り組み、新たな産業の支援を
図りました。

●６次産業化総合支援事業
　地域資源を活用した新たな商品開発を通じて、
地域経済・農林業の活性化につなげるため、農
林業の生産・加工・流通（販売）の一体化の取
り組みを支援しました。

人を創る

住み続けたいまちを創る

経済を創る

●学校規模適正化事業
　学校の適正規模を確保し、安全安心な教育環
境を提供するため、学校施設の整備に取り組み、
児童が社会性や協調性を養うことができる環境
づくりを推進しました。

災
害
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換

通
学
路
の
安
全
性
も
確
保

災
害
に
備
え
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

新
た
に
整
備
さ
れ
た
保
育
園

今
年
度
本
格
稼
働
予
定
の
工
場

新
た
に
開
発
さ
れ
た
商
品
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平成 28 年度下半期 ( 平成 29 年３月 31 日現在 ) の予
算執行状況、財産、市債 ( 長期借入金 )、一時借入金お
よび基金 ( 積立金 ) の現在高の状況や、平成 28年度に
実施した主な事業を紹介します。

人輝き飛躍する都
ま

市
ち

　やまが

平成28年度 下半期

●市債（長期借入金）の状況

●財産の状況

会　�計�　名 土　地 建　物 有価証券 出�資�金 債　権 基　金

一�般�会�計 1,219万8,670㎡ 32万2,193㎡ 6,661万２千円 １億3,691万５千円 12億3,967万１千円 142億　566万２千円

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 9,462万２千円

農業集落排水事業 4万1,734㎡ 5,847㎡ 145万０千円 2,489万７千円

介護保険事業 ３億3,623万３千円

簡易水道事業 １万　415㎡ 420㎡

六郷財産区 90万3,332㎡ 41万４千円 3,134万６千円

城北財産区 109万1,720㎡ 125万９千円 7,016万３千円

稲田財産区 178万　774㎡ 53万２千円 2,127万１千円

企
業
会
計

水道事業 ２万7,744㎡ 1,418㎡

病院事業 １万9,976㎡ １万6,198㎡

下水道事業 ５万5,056㎡ 9,777㎡ 62万５千円

合　計 1,612万9,421㎡ 35万5,853㎡ 6,661万２千円 １億3,912万０千円 12億4,174万６千円 147億8,419万４千円

会�計�名 ３月末の借入残高

　農業集落排水事業 56 億 8,916 万 0 千円

　簡易水道事業 13 億 8,527 万５千円

　水道事業 24 億　282 万６千円

　病院事業 41 億 2,426 万５千円

　下水道事業 51 億 3,426 万２千円

●基金（積立金）の状況（一般会計）

財政調整や建設改良のためなど
の積立金

３月末の基金現在高
135億7,371万６千円

市民一人あたり 25万4,170円（/53,404人）

●市債（長期借入金）の状況（一般会計）

将来にわたって利用される施設な
どの整備費用を世代間で公平に
負担するための長期借入金

３月末の借入残高

311億7,731万６千円

市民一人あたり 58万3,801円（/53,404人）

問財務課　☎ (43)1119

●予算の執行状況

区　分 一般会計 特別会計 企業会計
　　　��歳入・収入予算額 300 億　996 万８千円 172 億 4,959 万７千円 58 億 8,859 万５千円

　　　��歳入・収 入 済 額 270 億　　92 万８千円 152 億 9,494 万６千円 57 億 6,003 万２千円

　　　��歳出・支出予算額 300 億　996 万８千円 172 億 4,959 万７千円 68 億 5,005 万３千円

　　　��歳出・支 出 済 額 254 億 1,582 万５千円 150 億 4,562 万２千円 65 億 1,279 万 0 千円

※ 特別会計（国民健康保険事業、後期高齢者医療、農業集落排水事業、介護保険事業、簡易水道事業、六郷財産区、城北財産区、
稲田財産区、稲田六郷財産区）、企業会計（水道事業、病院事業、下水道事業）

●一時借入金（短期借入金）の借入状況
※全会計において、一時借入金はありません。

財 政 状 況
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各種健診が始まります

山鹿市民はどんな病気による死因が多いの？

健診を受けるとこんないいことがあります

（図１）平成27年度山鹿市民の死因別人数

（図２）全国の死亡10万人中の心疾患死亡者数

病　名 人　数 割　合

悪性新生物（がん） 179 人 24.6％

心疾患 121 人 16.6％

肺炎 131 人 18.0％

脳血管疾患 31 人 4.2％

その他 267 人 36.6％

計 729 人 100％

　山鹿市民の死因は、悪性新生物（がん）・心疾患・脳血管
疾患が上位（図 1）にあります。これらは、高血圧や高脂
血症などの生活習慣病が発
症の主な原因であり、初期
の自覚症状が現れにくいと
いう特徴があります。その
ため、定期的に健診を受け、
病気の芽に気付くことが大
切です。

１．病気の予兆が見つかり、生活習慣病の予防につながる！
　生活習慣病の発症や重症化は、加齢や生活習慣などの影
響を大きく受けます。
　例えば 40 代前半の人は 30 代前半に比べて、心筋梗塞な
どの心疾患の死亡率が約３倍高く、50 代前半になると７倍
以上高くなります。（図２）
　高血糖・高血圧・脂質異常・肥満のうち、３つ以上併せ持っ
た人が動脈硬化を発症する危険率は、正常な人の 30 倍以
上高くなるといわれています。（図 3）

　国保特定健診はメタボ
リックシンドローム（内臓脂
肪型肥満）に着目し、その改
善を図ることを目的としてい
るので、毎年受けることで生
活習慣病の予防や早期発見が
でき、重症化する前に対処で
きます。

２．早期発見、早期治療で、医療費負担が少なくなります！
　病気が悪化すると、治療
や入院に掛かる医療費が増
えて、家計の負担となりま
す。病気の早い段階で治療
ができれば、将来の金銭的
な負担（治療費）や身体的
な負担（手術・リハビリなど）
を軽減できます。

３．健診後のサポートも充実。健康づくりの支援が受けられます！
　保健指導が必要な場合は、保健師や栄養士が後日訪問し
て、一人一人に合った健康指導を行います。
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リスクが３〜４個ある
人は、０個の人に比べ
て心臓病の危険度が35
倍になります！

（図３）心臓病の発症危険度と危険因子の関係

特定健診の結果から、私たちが
訪問します。

早
期
発
見
！

健
康
づ
く
り
の

支
援
を
し
ま
す
。

早
期
治
療
！
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30〜34歳の７倍以上！

30〜34歳の約３倍！
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６月から「国保特定健診」「後期高齢者健診・歯科口腔健診」「がん
検診」が始まります。
各種健診の対象者には受診券などを送付しています。受診方法には
集団健診と医療機関健診がありますので、どちらか一つを受けてく
ださい。詳しくは、受診券と同封の書類をご覧ください。

各種健診が始まります

健康増進課　☎(43)0050問

集団健診　健診バスが市内を巡回します

医療機関健診（個別健診）　指定医療機関へ予約して受診してください（個別通知に一覧表を同封しています）

対象者 国民健康保険の
40〜 74歳の人 後期高齢者保険の人 がん検診を希望した人

健診名 国保特定健診 後期高齢者健診 各種がん検診

自己負担 1,000 円 800 円 種類に応じて設定

時　期 ６月９日㈮〜８月 12 日㈯
※ご都合のよい会場・時間にお越しください。

６月９日㈮〜８月 12 日㈯
※ 指定された会場・時間にお

越しください。

対象者 国民健康保険の
40〜 74歳の人 後期高齢者保険の人 がん検診・乳がん検診を

希望した人
健診名 国保特定健診 後期高齢者健診 歯科口腔健診 子宮頸がん・乳がん検診
自己負担 1,000 円 800 円 400 円 種類に応じて設定
時　期 ６〜９月 ６〜９月 ６〜 10 月 ６〜 11 月

がん検診は時間と場所を指定しています。混み具合によっては待ち時間が長くなる場合があり
ます。特定健診や高齢者健診だけ受ける人は午前８時〜 10 時の間にお越しください。

日　程 集団健診会場
６月９日㈮〜 13 日㈫ 鹿北市民センター
６月 14 日㈬〜 17 日㈯ 鹿央体育館
６月 18 日㈰〜 23 日㈮ 菊鹿健康福祉センター（ひまわり館）
６月 24 日㈯、26 日㈪〜７月３日㈪ 鹿本市民センター（ひだまり）
７月 21 日㈮〜 27 日㈭ 山鹿健康福祉センター
７月 28 日㈮〜 31 日㈪、８月２日㈬〜４日㈮ 山鹿市総合体育館（カルチャースポーツセンター）
８月５日㈯〜 12 日㈯ 山鹿健康福祉センター

集団健診の日程と
会場のご案内

①�６〜９月の間に国保から後期高齢者保険に移行す
る人（75 歳になる人）には、オレンジ色の受診券
を送付しています。健診日時点で加入している保
険種別に応じた健診を受けてください（例：7 月 1
日で 75 歳の人…6 月中に受診する場合は国保特定

健診、7 月以降は後期高齢者健診）。
②�健診日時点で、国保や後期高齢者保険以外の健康

保険に加入している人は受けることができません。
後日判明した場合は健診費用を返還してもらいま
す。

注
意
点
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　昨年４月 14 日に熊本を襲った熊本地震。大規模な地震が続いたことで、地盤が
緩んでいるところがあります。少ない雨でも、がけ崩れ・土石流などの土砂災害が
発生する恐れがありますので、注意が必要です。土砂災害は一瞬にして尊い生命や、
家屋などの貴重な財産を奪い、大きな被害をもたらします。被害を防ぐためには、
一人一人が土砂災害から身を守れるように備えておくことが重要です。

災害から
身を守るための備え

　
土
砂
災
害
は
予
測
の
難
し
い
災
害
で
す
。

身
を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　
台
風
や
大
雨
に
備
え
て

　
　

�

住
ん
で
い
る
場
所
が
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
か
確
認
す
る
。

　
過
去
に
発
生
し
た
土
砂
災
害
の
実
績
や
、

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
調
査
結
果
を
基

に
、
熊
本
県
で
は
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る

地
域
を
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
と
し
て
指

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
熊
本
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
熊
本
県
土
砂
災
害
情
報
マ
ッ
プ
」

で
検
索
）
や
山
鹿
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

２　
雨
が
降
り
始
め
た
ら

　
　�

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
雨
量
の
情
報
に

注
意
す
る
。

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が

高
ま
っ
た
と
き
に
は「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
雨
が
降
り
出
し
た
ら
、

雨
雲
の
動
き
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
確
認
で
き
ま
す
（「
気
象
庁
土
砂
災
害
警

戒
情
報
」
な
ど
で
検
索
）。

３　
豪
雨
に
な
る
前
に

　
　

�

大
雨
時
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
た
際
に
は
早
め
に
避
難
す
る
。
夜

間
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
際
は
暗
く
な

る
前
に
避
難
す
る
。

　
崖
下
や
渓
流
沿
い
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
大
雨
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ

れ
た
と
き
に
は
、
山
鹿
市
が
開
設
す
る
避
難

所
な
ど
の
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。
夜
間
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

暗
く
な
る
前
に
避
難
を
す
る
ほ
う
が
安
全
で

す
。
山
鹿
市
が
発
令
す
る
「
避
難
勧
告
」
な

ど
の
情
報
に
注
意
し
て
、
早
め
の
避
難
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
豪
雨
な
ど
で
避
難
所
へ
の
避
難
が
困
難
な

と
き
は
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
２
階
以
上

に
緊
急
避
難
し
、
さ
ら
に
困
難
な
と
き
は
、

家
の
中
の
崖
側
か
ら
離
れ
た
部
屋
や
、
２
階

な
ど
の
少
し
で
も
安
全
な
場
所
に
移
動
し
ま

し
ょ
う
。

◀ 

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
土
砂
災
害
情
報
マ
ッ
プ

土砂
問防災監理課　☎（43）1113

大雨情報
に注意

早めの避
難を！

崖崩れ
①崖から水が噴き出す
②崖からの水が濁

にご

る
③崖に亀裂が入る
④小石がパラパラと落ちてくる
⑤崖から音がする

土石流
①山鳴りや立ち木の裂ける音がする
②石のぶつかり合う音が聞こえる
③ 雨が続いているのに、川の水位が下がる
④ 川の水が急に濁る、流木が流れてくる
⑤ 泥くさいにおいが漂う

地すべり
① 山腹や地面にひび割れ、段差ができる
②沢や井戸の水が濁る
③斜面や地面から水が噴き出す
④地鳴り・山鳴りがする
⑤樹木などが傾く

●土砂災害の主な前兆現象
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国道325号の無電柱化事業が一部完成
問都市計画課　☎ (43)1591

　本市の中心市街地は、歴史的町並みの保全などが特に
必要な区域を持つとともに、東西を貫く国道 325 号が
災害時における避難路・緊急輸送路に指定されているこ
とから、景観の向上や安全・安心な道路整備のため、国
道 325 号の無電柱化が望まれていました。
　このため、熊本県が国道３号から双子池交差点までの
区間（延長 1,020 ｍ）について、平成 26 年度から無電
柱化工事を進めていましたが、このたび国道３号から熊
本銀行山鹿支店までの 630 ｍ区間（第１期工区）が完

成しました。歩道の石張り舗装や照明灯、植栽帯の整備
には、地域代表者が参加した「デザイン検討会」の意見
も反映されています。
　無電柱化により、安全で快適な道路空間の確保や災害
の防止、歴史的町並みの保全が図られ、今後、山鹿市の
観光振興や地域活性化にも弾みがつくと期待されます。
第２期工区についても将来的な整備が計画中です。
　これを機に、人が輝き、地域が輝くきれいなまちづく
りをさらに進めていきます。

きれいなまち山鹿を県も後押し

全体計画延長　L＝ 1,020ｍ

第１期工区　L＝ 630ｍ 第２期工区　L＝390ｍ

至菊池
至玉名

至福岡

至熊本 copyright: 熊本県・市町村電子自治体共同運営協議会

整備後

●国道 325号無電柱化事業概要

整備前

さくら湯前の交差点。電柱・電線が無くなり、すっきりしました
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旧
広
見
小
学
校
跡
地
に
、
世
界
最
大
に

し
て
最
新
鋭
の
設
備
を
備
え
た
周
年
無
菌

養
蚕
工
場
が
完
成
。
４
月
27
日
に
竣
工
式

が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
１
４
０
人
が
工

場
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
本
工
場
は
、
昨
年
７
月
に
建
設
工
事
に

着
手
し
、
建
築
面
積
４
１
７
４
㎡
、
建
設

費
約
23
億
円
と
い
う
巨
費
を
投
じ
て
、
株

式
会
社
あ
つ
ま
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
代
表
取
締
役
社
長
：
島
田
俊と

し

郎ろ
う

氏
）「
Ｎ

Ｓ
Ｐ
山
鹿
工
場
」
と
し
て
建
設
。
平
成
26

年
12
月
の
山
鹿
市
と
の
協
定
調
印
式
か

ら
、
わ
ず
か
２
年
半
と
い
う
早
さ
で
完
成

に
至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
山
鹿
市
と
株
式
会
社
あ
つ

ま
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
株
式
会
社

あ
つ
ま
る
山
鹿
シ
ル
ク
の
３
者
が
主
体

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
「SILK�on�

VA
LLEY�YA

M
AG

A
�

｜
新
シ
ル
ク
蚕さ

ん

業ぎ
ょ
う

構
想
｜
」の
中
核
と
な
る
施
設
と
し
て
、

伝
統
蚕さ

ん

糸し

業ぎ
ょ
うの

新
た
な
形
で
の
復
活
と
革

新
的
シ
ル
ク
蚕
業
の
創
出
、
さ
ら
に
は
関

連
企
業
や
大
学
な
ど
の
研
究
施
設
の
集
積

を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
山
鹿
市
か

ら
世
界
へ
向
け
た
新
た
な
「
ジ
ャ
パ
ン
・

ブ
ラ
ン
ド
・
シ
ル
ク
」
を
創
生
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

●
島
田
社
長
談

　
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
立

派
な
工
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
各
方
面
か

ら
の
期
待
を
感
じ
ま
す
。
社
員
も
会
社
も

初
め
て
の
事
業
で
す
が
、
自
分
た
ち
が
先

頭
を
走
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
広

が
り
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
地
方
創
生

の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
と

協
力
し
て
事
業
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

島田社長

世界初・最大の周
しゅ う

年
ね ん

無
む

菌
き ん

養
よ う

蚕
さ ん

工場が竣工

　プロジェクトレポート ⑨
問農業振興課　☎ (43)1556

【桑葉調整設備】　桑葉加工

【飼料調整設備】　人工飼料製造

【飼育設備】　蚕の無菌飼育（卵→１齢〜５齢→繭→収繭・出荷）→製糸場→生糸（販売）
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国 民 年 金 情 報

障害年金制度をご存じですか 問
国保年金課　後期医療年金係　☎(43)1576
熊本西年金事務所�������　☎096(353)0142

■　障害年金の種類

■　�申請する時期
　（障がい状態が法令で定める基準に該当しているとき）

■　手続きの注意点

■　障害基礎年金の額

　思わぬ事故、けが、病気、心の病気などのために重い
障がいが残った場合、支給要件※を満たしていれば、申
請により障害年金を受けることができます。障がいのた
めに仕事ができなくなった人などはご相談ください。た

だし、すでに老齢基礎年金を受給している人は、障害年
金の申請ができません。
※ 支給要件…保険料の納付要件を満たし、障がい状態が法令

で定める基準を満たしていること

　加入している公的年金によって、障害年金の種類が異
なります。障がいの原因となった病気やけがで初めて病
院を受診した日（初診日）に加入していた年金制度から
障害年金が支給されます。

�●　初診日が 20 歳前の人は、20 歳に達したとき
�●　�初診日が 20 歳以降の人は、初診日から１年６カ月経

過した時点（障害認定日）か、障がい状態が固定した
とき

�●　�初診日から１年６カ月経過した時点では、障がい状態
が基準に満たなかったが、それ以降に障がいが重くな
り、基準を満たしたとき

�●　�障がいの原因となった病気やけがの初診日の日付が申
請に必要となります。受診した病院に確認するなどし
て、何年何月頃だったかをご確認ください。

�●　�障がいの状態が法令で定める基準を満たすかどうか
は、通院されている病院などの医師にご相談ください。

年金の種類 原因となった病気やけがの初診日 手続き・相談窓口

障害基礎年金 ●　国民年金（１号）被保険者だったとき
●　 20 歳前や 60 歳以上 65 歳未満の年金未加入期間のとき

●　市役所　国保年金課
●　市役所　年金出張相談

●　 厚生年金の被保険者に扶養されている配偶者（３号被保険者）
だったとき

●　年金事務所
●　市役所　年金出張相談

障害厚生年金 ●　厚生年金の被保険者だったとき ●　年金事務所
●　市役所　年金出張相談

障害共済年金 ●　共済年金の被保険者だったとき ●　勤め先（共済組合）

障害の程度 年金額 備　考

１級 974,125円 　障害年金の受給者によって生計を維持されている子がいるときは、
その子が 18 歳に達する年度の末日まで（子が１級または２級の障が
いの状態であるときは、20 歳に達するまで）加算額が支給されます。２級 779,300円

年金手帳

社会保険庁

年金手帳

社会保険庁

障害者手帳と障害年金
　障害者手帳と障害年金は、障がいの
認定基準が異なります。障
害者手帳をお持ちであって
も、障害年金を受給できな
いことがあります。

身体障害者手帳

氏名 山鹿　太郎
平成 20 年３月１日　交付

熊本県
０００００号

熊　本　県

１級
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街角ぐるっとナビ 

民生委員・児童委員厚生労働大臣表彰、全国民生委員・児童委員連合会表彰
…富田幸

さ ち

子
こ

さん　上内田（菊鹿）
　富田さんは５期 15 年にわ
たり主任児童委員として活
動。地域住民の相談相手や支
援のボランティアとして尽力
し、昨年 11 月末に退任され
ました。
　これまでの功績が認めら
れ、厚生労働大臣と全国民生
委員・児童委員連合会から表
彰状が贈られました。 表彰状を手にする富田さん

、

企業と協働の森づくり
…エコピアの森くまもとin 山鹿プロジェクト　４月 22 日

　株式会社ブリヂストンと山鹿市は「企業・法人
等との協働の森づくり」協定を締結し、本市の森
林保全活動を行っています。この日は同社員や関
係者ら 120人が鹿北町岩野の市有林に集まり、鹿
本森林組合の指導であや杉900本を植樹しました。
　このプロジェクトは「ECOPIA」ブランドタイ
ヤの売り上げの一部を森林整備活動に寄付し、ま
た実際に作業を行うなど、協働の森づくりを推進
するものです。今後も森林整備活動を通じて、地
域の皆さんとの交流、生物多様性の保全など、さ
まざまな面で環境保全を図っていきます。

１本１本心を込めて植樹しました

標高 1,052m の頂上を目指して
…第 32 回八方ヶ岳山開き　　　　　　　　　　　　　   ４月 29 日

　矢谷渓谷キャンプ場で安全
祈願祭が行われ、市内外から
登山愛好家や関係者ら約 120
人が参加。登山の無事を祈願
したあと、参加者はさっそく
登山を開始。思い思いのペー
スで頂上を目指しました。平
地では気温が 25 度を超える
夏日となりましたが、登山道
はとても涼しく、参加者は自
然を満喫しました。

シーズン中の無事を祈って
…岳間渓谷キャンプ場開き　　　　　　　　　　　　　  ４月 20 日
　岳間渓谷キャンプ場管理棟
で安全祈願祭が行われ、関係
者ら約 20 人が参加。期間中
の安全とにぎわいを祈願しま
した。東和

か ず

行
ゆ き

岳間渓谷観光組
合理事長は「昨年は地震の影
響で６月からの営業となりま
したが、たくさんのお客さん
に来てもらいました。ことし
も安全第一で営業します」と
話しました。

登山中の様子

安心して暮らせる福祉のまちを目指して
…平成 29 年度山鹿市手話奉仕員養成研修講座開校式　    ４月 11 日

　鹿本市民センターで開催し、
年齢や職業もさまざまな 19 人
が参加。熊本県ろう者福祉協
会から講師を迎え、この日は基
礎知識の講話や簡単な実技を
行いました。
　毎週火曜日、年間 44 回の
講座の中で、聴覚障害に関す
る知識や手話の実技講習を行
います。参加者は和やかな雰
囲気の中で楽しく学んでいます。実技を行う参加者

安全を祈願する関係者ら

、

光通信関連機器の工場増設
…フジクラプレシジョン株式会社企業立地協定調印式　４月 27 日

　鹿本町梶屋地区のフジクラプレシジョン株式会
社（代表取締役社長：田中利

とし

行
ゆき

氏）が、工場の増設
を決定。熊本県庁で蒲島郁

いく

夫
お

知事を立会人として、
同社と山鹿市による企業立地協定調印式を行いま
した。通信工事現場で光ファイバー同士をつなぐ
融着接続機器が世界シェア約４割を誇る同社。既
存の工場を1.5 倍増設し、来年４月から稼働予定
です。３年後には地元を中心に約200 人の雇用を
見込んでいます。田中社長は「国内生産が成り立
つような高付加価値の製品を作り続け、インター
ネットの普及を支えたい」と話しました。

左から田中社長、蒲島知事、中嶋憲
けん

正
せい

市長
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、

方
か

保
と う

田
だ

東
ひがし

原
ば る

遺
い

跡
せ き

出土品が東京国立博物館で展示
…平成 29 年新指定  国宝・重要文化財展

　４月 18 日から５月７日まで、東京国立博物館
で「方保田東原遺跡出土品」が展示されました。
毎年、同博物館では新たに国宝・重要文化財とし
て指定される品々を一同に集めた企画展を行って
います。ことし３月に重要文化財指定の答申を受
けた同遺跡出土品も出展しました。国内唯一の資
料である「石

い し

包
ぼ う

丁
ちょう

形
が た

鉄
て っ

器
き

」などの鉄の道具のほか、
青銅の鏡など、同遺跡出土品を代表する品々、約
50 点を展示。年間約 200 万人が訪れる国内最大
の博物館で展示されることは、同遺跡を多くの人
に知ってもらう貴重な機会となりました。

東京国立博物館内での展示の様子

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビまだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

第 39 回未来の科学の夢絵画展　幼稚園・保育園の部特別賞
…佐藤晄

こ う

乃
の

介
す け

君（山鹿幼稚園年長組）
　晄乃介君は公益社団法人発明協会
が主催する絵画コンクールで、幼稚
園・保育園の部（応募総数 1,720 点）
のトップにあたる特別賞に選ばれ、
東京上野・国立科学博物館で行われ
た表彰式に出席。壇上で表彰を受け
ました。このコンクールは、次代を
担う子どもたちが未来の科学の夢を
自由な発想で絵に表現することで、
科学的な探究心と創造力を伸ばすた
めに開催されるものです。
　晄乃介君の母リサさんによると、この絵は夏休みの宿題だったと
のこと。夏休みが終わる前に「早く描きなさい」と叱ると、晄乃介
君は「この丸はママの怒りを操縦するハンドル」と言いながら描き
始めました。リサさんは晄乃介君の考えに思わず笑ってしまい「本
当に操縦されているみたい」と思ったそうです。

標高 1,018 ｍの登山を楽しんでください
…第 31 回国見山山開き　　　　　　　　　　　　　　   ５月 14 日

　鹿北町茂
も

田
た

井
い

地区の茂田井
神社で安全祈願祭が行われ、
登山愛好家や関係者ら約 40
人が参加しました。国見山一帯
を管理する熊本森林管理署の
森勇

ゆ う

二
じ

署長は「たくさんの登
山者でにぎわってほしいと思い
ますが、山の遭難者は全国的
に増加傾向にあります。無理
や油断をせずに山登りを楽し
んでください」と話しました。山頂で記念撮影

極真空手の全日本型競技空手道選手権大会で優勝と準優勝！
…吉田春

はる

美
み

さん（44 歳）、陽
ひなた

さん（大道小６年）、ひよりさん（同２年）　方保田
　吉田さん親子は４月 29 日
に埼玉県で行われた大会で、
春美さんが壮年女子の部で準
優勝。陽さんとひよりさんが
学年別の部で優勝という好成
績を収めました。極真館山鹿
田添道場（代表：田添洋

ひろし

氏）
に通う３人は、昨年に続く好
成績。ひよりさんは「優勝で
きてうれしい。来年も優勝を
目指します」と話しました。 左からひよりさん、春美さん、陽さん

左からリサさん、晄乃介君、山
鹿幼稚園田上智

とも

子
こ

園長

、

集落の活性化に向けた初めての取り組み
…上

か み

広
ひ ろ

ふるさとスイカ祭り　　　　　　   ５月13 日
　鹿央町上広地区で「あしたの会（代表：平川
征
せ い

兒
じ

氏）」が主催するスイカ祭りが初開催。地元か
ら200 人の皆さんが集まり、スイカの種飛ばしや重
さ予想ゲームなどのほか、カラオケ、尻相撲大会な
どで盛り上がりました。この取り組みは、山鹿地域
づくり創生協議会（会長：米加田建

け ん

進
し ん

氏）が国の
農村集落活性化支援事業の一環として、上広地区
をモデルに実施したものです。平川代表は「少子
高齢化が進む中、この地区の将来のために今のう
ちに何かを始めたいと思って開催を決めました。楽
しむことで地域の絆を深めたい」と話しました。

スイカの種飛ばしの様子

◀晄乃介君の作品「ママの
怒りメーター操縦ハンドル」
　メーターで「怒る」「イ
ライラ」「悲しい」がわか
ります。僕がハンドルを上
にすると、ボーっとゆっく
りでき、左は優しく、右は
ずっとにっこり笑うになり
ます（晄乃介君の説明）。
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5/3　みんなおいでよ！鞠智城

5/3　古墳館へ５・５・GO！

5/3　鹿央物産館まつり
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5/5　西栗瀬水天宮例大祭　子ども相撲大会・木工体験

5/5　第22回あんずの丘子どもフェスティバル

ゴールデンウィーク　イベントスナップ集

左から３位の田島禱
とう

雅
ま

君、優勝した河内
楓
ふう

雅
が

君、２位の田島愛
たい

禱
と

君

天気に恵まれ、各地で子ども向けイベントが行われました。どの会場もとてもにぎわっていました。



場広の ●�掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所情報システム
広報課へ郵送または持参してください。

●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

◦
日
時
・
内
容

　
６
月
11
日
㈰�

午
前
10
時
～
10
時
半

　
子
ど
も
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

　
６
月
25
日
㈰�

午
前
10
時
～
10
時
半

　
山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

◦
場
所

　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
料

　
無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い

　
山
本
）

山
鹿
だ
い
す
き
！

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時

　
６
月
11
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
～
11
時

◦
場
所

　
さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容

　
野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

　
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

山
鹿
の
宝
探
し

「
や
ま
が
」宝
探
し
わ
く
わ
く
塾

　
山
鹿
の
宝
を
市
民
で
探
し
ま
す
。

◦�

日
時

　
６
月
21
日
㈬

　

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

◦�

場
所

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

講
演

　「
ア
ラ
ス
カ
の
体
験
か
ら
山

鹿
の
林
業
を
語
り
ま
す
」

◦�
講
師

　
木
こ
り
の
田
中
翔し

ょ
うさ

ん

◦�

意
見
交
換
会

　「
山
鹿
の
わ
く
わ
く

を
探
そ
う
！
」

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
９
０（
６
６
３
１
）７
７
５
９

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い

　
大
坪
）

山
鹿
つ
た
え
た
い

　
ど
ん
な
い
い
所
で
も
、
ど
ん
な
い

い
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
発
信
力
が
弱
け

れ
ば
伝
わ
ら
な
い
。
山
鹿
の
魅
力
を

「
市
民
力
で
発
信
」
す
る
取
り
組
み

を
は
じ
め
ま
す
。

◦�

日
時

　
６
月
12
日
㈪

　

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

◦�

発
信
事
例

　「
写
真
の
魅
力
と
発
信
」

◦
講
師

　
上
野
弘ひ

ろ

喜き

さ
ん

◦�

場
所

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
立
オ
ペ
ラ

２
０
１
７「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」

八
千
代
座
オ
ペ
ラ
実
行
委
員
会

　
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
立
歌
劇
場
の
ソ

リ
ス
ト
た
ち
が
、
圧
倒
的
な
歌
の
世

界
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

◦
日
時

　
７
月
８
日
㈯

　
　
　
　
開
場

　
午
後
１
時

　
　
　
　
開
演

　
　
　
1
時
半

◦�

場
所

　
八
千
代
座

◦
料
金

　
前
売
り

　
３
０
０
０
円

　

　
　
　
　
当
日

　
　
３
５
０
０
円

◦�

問
い
合
わ
せ
先

　
藤
森

☎
０
９
０（
８
７
６
４
）６
０
６
７

プ
ー
ル
の
夏
が
や
っ
て
く
る

山
鹿
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
！

　
暑
い
季
節
は
大
き
い
プ
ー
ル
で
ひ

と
泳
ぎ
。
そ
れ
と
も
、
ひ
ょ
う
た
ん

プ
ー
ル
で
水
遊
び
。
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
や
水
泳
協
会
主
催
に
よ
る
水
泳
教

室
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
も
み
ん
な
で
暑
い
夏
の
楽

し
い
思
い
出
作
り
と
、
健
康
と
体
力

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◦���

オ
ー
プ
ン
日

　
６
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時

◦�

営
業
時
間

　（
平
日
）
午
後
1
時

～
６
時
、（
土
・
日
曜
日
と
夏
休

み
期
間
）
午
前
10
時
～
午
後
6
時

◦
料
金

　

　
一
般
・
大
学
生

　
２
１
０
円

　
高
校
生
以
下

　
　
１
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）０
７
５
７

（
指
定
管
理
者

　
ビ
ル
環
境
熊
本
株
式
会
社
）

早
朝
太
極
拳
練
習
の
ご
案
内

や
ま
が
太
極
拳
愛
好
会

　
さ
わ
や
か
な
空
気
の
も
と
健
康
的

な
太
極
拳
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時

　
7
月
～
８
月（
全
日
曜
日
）

　
　
　
　
午
前
６
時
～
７
時

◦�

場
所

　
さ
く
ら
湯
横
芝
生
広
場

◦
参
加
料

　
無
料

※�

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

は
じ
め
て
の
人
も
大
歓
迎
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先

　
中
原

☎（
44
）６
８
４
９

講
話
と
標
語
募
集
の
ご
案
内

鹿
本
町
保
護
司
会

　
７
月
の
国
を
挙
げ
て
の
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
も
と
、
鹿
本

町
で
は
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
左

記
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
多
く

の
人
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
講
話
】

◦
日
時

　
６
月
12
日
㈪

　
　
　
　
午
後
１
時
半

◦�

場
所

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
演
題

　「
更
生
保
護
の
現
状
」

◦
講
師

　
熊
本
県
保
護
司
会

　

　
　
　
　
会
長

　
藤
森
純じ

ゅ
ん

也や

【
標
語
募
集
】

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
、

青
少
年
の
非
行
防
止
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
を
選
び
表
彰
し
ま
す
。

◦�

提
出
先

　

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
係

◦�

締
め
切
り

　
７
月
31
日
㈪

※�

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
立
ち
直
り
、

や
り
直
す
、
見
守
り
、
育
て
よ
う
、

笑
顔
、
助
け
合
い
、
支
え
る
」
な

ど
を
使
用
し
、
５・
７・
５
で
呼
び

掛
け
て
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
用
紙

な
ど
に
一
人
一
句
、
応
募
者
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
）。

◦�

問
い
合
わ
せ
先

　
吉
岡

　
☎

　（
46
）３
６
６
５

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時

　
６
月
15
日
㈭

　
午
後
７
時

◦
場
所

　
夢
想
庵

◦�

内
容

　「
数
が
苦
」
か
ら
「
数
楽
」

へ
、
数
字
の
不
思
議
な
楽
し
い
話

数
字
の
苦
手
な
人
、
大
歓
迎

◦�

講
師

　
山
鹿
数
学
塾

　

　
　
　
　
塾
長

　
池
田
勝か

つ

吉よ
し

さ
ん

◦
会
費

　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

還
暦
野
球
水
俣
大
会
で
優
勝

山
鹿
球
友

　
山
鹿
球
友（
監
督
：
山
本
勝か

つ

彌や

）は
、

４
月
８
日
、
15
日
に
水
俣
市
で
行
わ

れ
た
イ
ワ
イ
ホ
ー
ム
杯
第
16
回
還
暦

春
季
水
俣
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

県
内
の
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
厳
し

い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
念
願
の

初
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
９
０（
４
５
１
２
）４
９
３
３

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い

　
松
崎
）

FAX
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絵
本
作
家
と
つ
く
る
き
せ

か
え
人
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

絵
本
と
お
は
な
し
風
吹
き
か
ら
す

　
熊
本
在
住
の
絵
本
作
家
・
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
・
人
形
作
家
で
あ
る
、

こ
み
ね
ゆ
ら
さ
ん
と
一
緒
に
繊
細
な
イ

ラ
ス
ト
人
形
の
台
紙
に
色
鉛
筆
で
着

色
し
、
き
せ
か
え
人
形
を
作
り
ま
す
。

◦���

日
時

　
６
月
11
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

◦�

場
所

　
天て

ん

聽ち
ょ
うの

蔵
　
中
蔵

◦�
参
加
費

　
親
子
一
組

　
千
円

※�
事
前
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で

す
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）。

絵
本
作
家
こ
み
ね
ゆ
ら
　

絵
本
の
原
画
展

◦���

日
時

　
６
月
８
日
㈭
～
26
日
㈪

　
　
　
　
定
休
日
（
火
・
水
曜
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
半
～
午
後
６
時

◦�

場
所

　
天
聽
の
蔵
母
屋
メ
ト
ロ
カ

フ
ェ

◦�

入
場
料

　
無
料

※�

絵
本
「
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
く
る
く
る

ち
ゃ
ん
」
の
ほ
か
、
こ
み
ね
ゆ
ら

さ
ん
が
選
ん
だ
お
気
に
入
り
の
絵

や
版
画
、
小
さ
な
人
形
も
展
示
し

ま
す
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先（
午
後
2
時
以
降
～
）

☎
　（
43
）０
８
７
４

（
メ
ト
ロ
カ
フ
ェ
）

25
周
年
記
念
コ
ー
ラ
ス
鹿
本

こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ラ
ス
鹿
本

　
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
ま

し
ょ
う
。熊
本
地
震
復
興
応
援
曲「
立

上
が
れ
熊
本
」
混
声
合
唱
組
曲
「
菊

池
川
」
な
ど
。

◦
日
時

　
６
月
11
日
㈰

　
　
　
　
開
場

　
午
後
１
時

　
　
　
　
開
演

　
　
　
１
時
半

◦�

場
所

　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦
入
場
料

　
無
料

※�

賛
助
出
演

　
石
の
か
ざ
ぐ
る
ま
友

好
都
市
交
流
高
知
県
四
万
十
町

ス
ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ラ
ス

◦�

問
い
合
わ
せ
先

　
荒
尾

☎（
46
）３
０
６
２

FAX

山
鹿
子
ど
も
劇
場
鑑
賞
例

会「
チ
カ
パ
ン
の
大
道
芸
！
」

山
鹿
子
ど
も
劇
場

　
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
幅
広
く
活
動

し
て
い
る
パ
ン
ト
マ
イ
ム
芸
人
の
チ

カ
パ
ン
が
、
子
ど
も
た
ち
と
の
楽
し

い
時
間
を
演
出
し
ま
す
。

◦
日
時

　
６
月
４
日
㈰

　
　
　
　
開
演

　
午
後
６
時

◦�

場
所

　
八
千
代
座
交
流
施
設

※�

子
ど
も
劇
場
は
会
員
制
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
演
当
日
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先

　
川
端

☎
０
９
０（
９
６
０
３
）１
８
９
５

鹿
本
地
区
公
民
館
地
域
づ
く
り

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
」

鹿
本
地
区
公
民
館

　
４
月
23
日
、
鹿
本
体
育
館
を
会
場

に
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
に
必
要

と
な
る
脚
力
、
体
幹
を
鍛
え
２
本
の

ポ
ー
ル
な
ら
で
は
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
）、
チ
ェ
ア
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
（
高
齢
者
、
低
体
力
者
に

対
応
す
る
椅
子
を
利
用
し
た
チ
ェ
ア

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
、
社
会
参
加
、
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◦���

日
時

　
第
４
日
曜
日

�

　
５•

６
・
9
・
10
月
（
午
前
９
時
）

　
11
・
１•

２•

３
月
（
午
前
10
時
）

◦�

場
所

　
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
周
回

コ
ー
ス

　（
１
周
約
２
㎞
）

◦�

問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
本
地
区
公
民
館�

☎（
46
）５
０
７
５
（
田
中
）

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶充江子の笑書書（えがきしょ）展
　こころに残る言葉を筆ペンで絵のように書い
　ています。　約20点
　中尾充江子さん（山鹿市）
　期間　６月１日㈭〜 15 日㈭
▶山鹿市鹿央絵画展
　静物・風景など会員10人の近作　約20点
　講師：多田隈亮典先生（山鹿市）　
　期間　６月 16 日㈮〜 30 日㈮

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶みほし陶器展
　田原美歩志さん（南関町）
　期間　６月１日㈭〜 15 日㈭
▶ハンドメイド展
　期間　６月 16 日㈮〜 30 日㈮

※月曜日休館。時間は 10：00 〜 17：00
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
三
月
例
会

互
選
句

昔
な
じ
み

　
銭
貸
し
て
と
は
言
い
だ
せ
ん

伊
藤

　
　
元

母
の
味

　
比
べ
ら
る
る
と
腹
ん
た
つ

宮
園
す
ま
子

祝
い
酒

　
十
年
ぶ
り
に
出
来
た
孫荒

平
　
　
峠

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
四
月
例
会

黒
田
如
水
選

話
の
太
さ

　
予
約
し
て
来
た
宇
宙
葬

新
谷

　
不
動

花
曇
り

　
夜
桜
の
宴
薪
焚
き

萩
　
　
正
好

頃
は
よ
し

　
新
酒
片
手
に
愛
で
る
華

藤
本

　
白
扇

よ
か
な
ー

　
泣
き
ィ
行
く
膝
持
っ
と
っ
て

小
水
流
繁
富

ま
め
な
人

　
筆
走
ら
せ
て
安
否
問
う

勢
田

　
稲
光

遠
藤
上
気
選

ま
め
な
人

　
苦
労
い
と
わ
ず
恩
き
せ
ず

稗
田

　
　
恵

話
の
太
さ

　
尾
鰭
が
中
身
隠
し
と
る

　

川
上

　
火
男

花
曇
り

　
コ
タ
ツ
に
鍋
の
明
幹
事荒

木
又
衛
門

よ
か
な
ー

　
傘
寿
超
え
て
も
医
者
知
ら
ず

竹
下

　
賀
正

た
ま
が
る

　
お
供
も
金
も
無
制
限桑

原
　
真
覚

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

紅
し
だ
れ
川
面
に
揺
れ
る
京
の
夜

　
　
　
　
飯
川

　
貞
子

庭
に
干
す
春
椎
茸
の
香
り
か
な

　
　
　
　
　
岩
井

　
照
代

雪
柳
四
方
八
方
泳
ぎ
い
る

　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
小
貴
子

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

道
半
ば
若
草
伸
び
る
震
災
地

　
　
　
　
　
　
村
上

　
真
一

変
わ
り
ゆ
く
町
並
み
見
つ
め
散
る
桜

　
　
　
村
上

　
和
代

ほ
わ
ほ
わ
と
頬
な
で
す
ぎ
る
初
夏
の
風

　
　
大
園
美
奈
子

鹿
本
俳
句
教
室
　
四
月
例
会

利
光
釈
郎
選

丘
の
辺
の
外
人
墓
地
に
す
み
れ
咲
く

　
　
　
坂
田

　
昭
代

と
こ
と
こ
と
ま
づ
犬
の
来
る
花
見
か
な

　
　
戒
田
喜
久
子

春
の
月
隣
の
屋
根
に
か
か
り
を
り

　
　
　
　
福
島

　
幸
代

山
鹿
俳
句
会
　
四
月
例
会

利
光
釈
郎
選

入
学
の
眸ひ

と
み

明
る
き
子
等ら

並
ぶ

　
　
　
　
　
　
児
玉

　
徳
夫

抜
刀
を
し
て
正
眼
に
散
る
櫻

　
　
　
　
　
　
松
下

　
圭
士

八
方
に
淡
き
光
や
土
佐
水
木

　
　
　
　
　
　
光
永

　
紀
子

鹿
本
短
歌
会
　
四
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

晒さ
ら
さ

れ
て
縄
文
遺
跡
小
舎
な
か
に
炊
き
し
か
ま
ど
の
灰
土
の
い
ろ

　
　
　
　
中
川

　
晶
子

厳
寒
に
耐
へ
て
萌
え
立
つ
庭
の
草
膨
ら
む
生
命
切
な
き
ま
で
に

　
　
　
　
荒
尾
智
恵
子

ピ
ー
ピ
ュ
ル
と
麦
の
畝
間
を
飛
び
歩
き
在
り
処
知
ら
す
や
美
声
の
ひ
ば
り

　
中
山

　
秀
子

石
人
短
歌
会
　
四
月
例
会

富
田
豊
子
選

里
の
小
屋
父
が
手
入
れ
し
農
機
具
に
若
き
日
の
父
母
鮮
や
か
に
顕た

う
　
　
田
代

　
春
美

頂
き
し
桜
一
枝
仏
壇
に
捧
げ
て
白
し
母
の
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
妻
千
佐
子

庭
の
辺
の
水
仙
の
花
咲
き
充
ち
て
か
す
か
な
風
に
ゆ
る
る
静
か
に

　
　
　
松
岡
み
ち
え

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会

と
め
ど
な
く
雑
草
繁
る
庭
に
出い

で
草
刈
を
せ
む
今
日
の
一ひ

と

日ひ

は
　
　
　
　
鶴
田

　
美
昭

ひ
ね
も
す
を
煙
る
春
雨
ふ
く
ら
み
て
動
か
ぬ
雀
畑
野
人
な
し

　
　
　
　
　
関

　
ケ
イ
子

急
峻
の
屋
根
に
白
々
椎
の
花
こ
だ
ま
も
生
き
る
喬
木
の
旗

　
　
　
　
　
　
山
口

　
信
博

鹿
北
短
歌
会

厳
寒
に
耐
え
咲
き
揃
う
ぼ
た
ん
園
わ
ら
と
べ
で
圍
む
姿
美
わ
し

　
　
　
　
徳
永

　
則
子

お
父
さ
ん
生
き
て
る
だ
け
で
い
い
ん
だ
よ
娘
の
言
葉
に
湧
き
出
る
力

　
　
古
川

　
恵
子

久
に
来
し
ひ
孫
と
童
謡
歌
い
お
り
温ぬ

く
き
日
射
し
の
春
の
縁
に
て

　
　
　
西
牟
田
節
代

菊
鹿
短
歌
会
　
四
月
詠
草

突
然
の
転
勤
辞
令
ニ
ュ
ー
ス
で
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ぶ

　
　
　
　
渕
上

　
修
次

わ
が
生あ

れ
し
日
は
雪
降
り
ゐ
し
と
母
云
ひ
き
米
寿
迎
え
し
今
日
も
雪
舞
ふ

　
長
野

　
節
子

共
に
見
し
去こ

年ぞ

の
桜
も
ま
じ
り
く
る
姉
七
七
忌
桜は

な

陰か
げ

の
墓
碑

　
　
　
　
　
中
原
ち
え
子

鹿
央
短
歌
会
　
四
月
作
品

庭
先
に
綿わ

た

毛げ

飛
び
来
て
蒲た

ん

ぽ

ぽ

公
英
の
花
一
輪
が
茎
短
く
咲
く

　
　
　
　
　
　
森

　
　
道
子

ア
ネ
モ
ネ
の
真
赤
な
花
と
立り

ゅ
う

金き
ん

花か

の
黄
色
の
花
が
土
地
を
取
り
合
ふ

　
　
東

　
よ
り
子

い
と
お
し
み
育
て
し
子
ら
の
卒
園
を
涙
と
笑
顔
で
祝
う
保
育
士

　
　
　
　
江
藤
美
知
子

三
岳
短
歌
会
　
四
月
例
会

め
ら
め
ら
沈
む
夕
日
よ
嘗か

つ

て
見
し
北
国
の
陽
は
沈
め
ず
あ
り
し

　
　
　
　
山
口

　
信
博

ど
ん
よ
り
と
庭
に
満
ち
く
る
梅
の
香
が
濯す

す

ぎ
も
の
に
も
移
ろ
ひ
ゆ
く
か

　
渡
辺

　
和
代

春
の
水
た
っ
ぷ
り
ゆ
っ
た
り
堀
割
に
舟
遊
び
す
る
戦
な
け
れ
ば

　
　
　
　
山
口
多
恵
子
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　　　　　　　　『やまが肝いりどん』通信　　問地域生活課　☎ (43)1114
【肝いりどんメンバー紹介（敬称略・順不同）】
竹内美

み ち こ

智子（山鹿）　　　　小松　大
たいすけ

祐（名塚）
北井さとし（下吉田）　　　大林　節

せつ

朗
お

（熊入町）
工藤ハル子

こ

（熊入町）　　　中島　純
じゅん

之
し

（鹿北町芋生）
山口　幸

ゆきとみ

富（鹿北町岩野）　白田　博
ひろ

美
み

（鹿北町四丁)
上田　博

ひろ

子
こ

（菊鹿町下永野）　上田　博
ひろ

子
こ

（菊鹿町上内田）
古庄　敏

としかず

和（鹿本町来民）　三嶋　三
み え

重（鹿本町来民）
冨田　徹

てつ

也
や

（鹿本町津袋）　吉田　友
とも

江
え

（鹿本町中川）
続　　順

じゅん

子
こ

（鹿央町合里）　吉良トミ子
こ

（鹿央町岩原）
松本　章

あき

子
こ

（鹿央町岩原）

　登録を希望する人は、お近くの肝いりどんか地域生
活課（市役所３階）まで気軽にお問い合わせください。
登録用紙は、山鹿市ホームページからもダウンロード
できます。

〜肝いりどんで素敵な出会いを見つけませんか〜
　本市が行う結婚支援「やまが肝いりどん」事業で活
動している、結婚サポーター肝いりどんのメンバーを
紹介します。
　今年度は17 人の肝いりどんが「やまが肝いりどん」
事業に登録している男女へ結婚支援を行っています。
これまでに14 組のカップルを成婚させた実績があり、
さらに幸せカップルが誕生する予定です。肝いりどん
と一緒にすてきな出会いを見つけませんか。

【やまが肝いりどん事業への登録要件】
　●　�真剣に結婚を考えている50 歳未
満の独身者

　●　�山鹿市内に住んでいるか、結婚後
山鹿市に居住する人

2020年東京五輪の後こそ深刻！「天国・
日本」の重大危機に若き徳永総理が挑
む “三度目の日本 ”とは？202X年「三
度目の日本」に向けて究極の選択が始
まる−。堺屋太一の予測小説。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・おとなの上映会
　「野菜づくりのコツと裏ワザ」
　▷６月25日㈰　午前10 時から（106 分）
山鹿市民交流センター中会議室１
・子ども上映会
　「わしも①〜わしも登場」
　▷６月25日㈰　午後２時から（50 分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷６月３日㈯・10日㈯・17日㈯・24日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷６月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫
・�ジメジメ撃退　梅雨時期の快適な暮らしを提案
・健康増進課より「山鹿市民歩こう運動」のご紹介
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷６月３日㈯・10日㈯・17日㈯・24日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷６月１日㈭・８日㈭・15日㈭・22日㈭・29日㈭
・「食と健康」　６月は食育月間です！
・�児童・絵本コーナーでは、雨の日に遊ぶ、読むを
テーマに本を紹介しています。

休
館
日

ひだまり図書館
６月５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪
こもれび図書館
６月７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

プリンやショートケーキ、マヨネーズ
やフライなど、卵アレルギーのある子
どものための、卵なしおやつと食事の
93 レシピを紹介。食物アレルギーの仕
組みや、アレルギーの子どもとの暮ら
し方なども掲載。

『卵アレルギーの子どものためのおいしいおやつとごはん』
大矢幸弘 /監修　成美堂出版 /出版

『団塊の後　三度目の日本』
堺屋太一 /著　毎日新聞出版 /出版

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】

家族を離れて、一人で暮らすことになっ
た若いライオン。シマウマの子どもを見
つけ、つかまえようとするが…!?親離
れした若いライオンが、失敗しながら
成長していく姿をリアルに描いた絵本。

『ひとりになったライオン』
夏目義一/文・絵　福音館書店/出版
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山
鹿
口
の
戦
い
に
関
わ
る
史
跡
（
２
）

　
前
回
は
山
鹿
市
中
心
部
に
残
る
西
南
戦
争
関
係
の
史
跡
を
紹

介
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
山
鹿
口
の
戦
い
」
で
激
戦
地
と
な
っ

た
鍋
田
周
辺
に
残
る
史
跡
の
紹
介
で
す
。

①
年と

し

の
神か

み

墓
地
（
飫お

び肥
隊
奮
戦
の
地
）

　
飫
肥
隊
は
現
在
の
宮
崎
県
日
南
市
か
ら
党と

う

薩さ
つ

諸し
ょ

隊た
い

と
し
て
薩

軍
に
協
力
し
た
部
隊
で
、
山
鹿
で
は
光こ

う

顕け
ん

寺じ

を
拠
点
と
し
ま
し

た
。
山
鹿
口
の
戦
い
が
始
ま
る
と
鍋
田
台
地
の
端
部
に
あ
た
る

年
の
神
墓
地
を
陣
地
と
し
て
政
府
軍
と
戦
い
ま
し
た
。
激
し
い

戦
い
の
結
果
、
隊
員
の
多
く
が
死
傷
し
、
墓
地
に
あ
る
古
い
墓

石
の
ほ
と
ん
ど
が
銃
弾
に
よ
る
損
傷
を
受
け
ま
し
た
。

②
移
築
古
民
家

　
山
鹿
市
立
博
物
館
の
西
側
に
移
築
さ
れ
て
い
る
茅か

や

葺ぶ

き
屋
根

の
民
家
は
天て

ん

保ぽ
う

11
（
１
８
４
０
）
年
に
鍋
田
村
（
現
在
の
田
園

中
村
区
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
座ざ

敷し
き

縁え
ん

側が
わ

の
柱
に
銃
弾
が

貫
通
し
た
穴
が
残
っ
て
い
ま
す
。

③
村
田
三さ

ん

介す
け

戦
死
の
地

　
村
田
三
介
は
弘こ

う

化か

２
（
１
８
４
５
）
年
、
鹿
児
島
で
生
ま

れ
、
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。
西
南
戦
争
が
始
ま
る

と
西
郷
隆
盛
に
従
い
、
明
治
10

（
１
８
７
７
）
年
２
月
22
日
、
植

木
の
戦
い
で
乃の

ぎ木
希ま

れ

典す
け

が
率
い

る
政
府
軍
か
ら
軍
旗
を
奪
い
ま

し
た
。
山
鹿
口
の
戦
い
で
は
桐き

り

野の

利と
し

秋あ
き

の
下
で
政
府
軍
と
戦
い

ま
し
た
が
、
政
府
軍
に
狙
撃
さ

れ
て
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ

の
場
所
か
ら
少
し
山
手
の
場
所

に
、
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

④
オ
ブ
サ
ン
古
墳
（
銃
弾
の
痕あ

と

）

　
古
墳
時
代
後
期
の
６
世
紀
後
半
ご
ろ
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
オ
ブ
サ
ン
古
墳
（
国
指
定
史
跡
）
は
、
西
南
戦
争
の
際
に
古

墳
の
石
材
が
防
御
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
石
室
を
閉
じ
る

た
め
に
使
わ
れ
た
閉へ

い
そ
く
せ
き

塞
石
や
石
室
の
入
り
口
に
あ
た
る
羨せ

ん
も
ん門

部

分
に
は
銃
弾
の
痕
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
平
川
惟の

ぶ
か
ず一

戦
死
の
地

　
植
木
学
校
創
設
者
で
あ
る
平
川
惟
一
の
戦
死
の
地
に
石
碑
が

あ
り
ま
す
。
惟
一
は
協
同
隊
の
隊
長
と
し
て
戦
い
に
参
加
し
ま

し
た
。
戦
争
が
始
ま
る
と
惟
一
は
自
ら
前
線
で
指
揮
を
執と

っ
て

戦
い
ま
し
た
が
、
第
二
次
山
鹿
口
の
戦
い
の
最
中
、
政
府
軍
の

攻
撃
に
よ
っ
て
鍋
田
で
戦
死
し
ま
し
た
。
27
歳
と
い
う
若
さ
で

し
た
。

⑥
政
府
軍
の
台だ

い

場ば

跡あ
と

　
豊
前
街
道
の
車く

る
ま

坂ざ
か

は
「
車
返
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
か
つ
て
は

荷に

車ぐ
る
ま

が
登
れ
な
い
ほ
ど
の
急
な
坂
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
山
鹿
口
の
戦
い
で
は
坂
の
中
ほ
ど
に
政
府
軍
が
大
砲
を
置

い
て
、
鍋
田
台
地
を
守
る
薩
軍
を
攻
撃
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所

は
「
政
府
軍
の
台
場
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
第
三
次
・
第
四
次
の
戦
い
で
は
政
府
軍
は
さ
ら
に
街
道
か
ら

南
に
位
置
す
る
八は

ち

幡ま
ん

林ば
や
しな

ど
に
も
大
砲
を
置
い
て
薩
軍
を
攻
撃

し
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課　
☎（
43
）１
６
５
１

有
料
動
画
サ
イ
ト
な
ど
の
未
納
料
金
の
回

収
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
事
例
】

●　

�

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
「
有
料
動
画
の
未
納
料

金
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
日
中
に
連
絡
が
な
い

場
合
、
法
的
手
続
き
へ
移
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
な
ど
と
記
載
し
た
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

�

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
メ
ー
ル
な
ど
で
届
い
た

場
合
に
は
、
絶
対
に
電
話
な
ど
で
連
絡
を
取
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●　

�

身
に
覚
え
の
な
い
着
信
履
歴
に
は
電
話
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
電
話
を
か
け
て
し

ま
っ
て
心
当
た
り
の
な
い
請
求
を
受
け
て
も
、
す

ぐ
に
電
話
を
切
る
な
ど
し
て
、
絶
対
に
そ
の
請
求

に
は
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●　

�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
電
子
ギ
フ
ト
券
を
購

入
し
て
、
そ
の
カ
ー
ド
番
号
を
連
絡
す
る
よ
う
求

め
る
の
は
典
型
的
な
詐
欺
の
手
口
で
す
。
事
業
者

か
ら
要
求
さ
れ
て
も
電
子
ギ
フ
ト
券
を
購
入
し
た

り
、そ
の
カ
ー
ド
番
号
を
教
え
た
り
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

少
し
で
も
不
審
だ
と
感
じ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

第10回
村田三介戦死の地（鍋田）

〶鍋田郵便局

サイクリング
ターミナル

①年の神墓地

②移築古民家

③村田三介
　戦死の地石碑

⑥政府軍の台場跡

⑤平川惟一戦死の地

●

●

●

●

●

●

●

④オブサン古墳

鍋
田
横
穴

443

岩
野
川

菊池川

豊

車坂

前
街
道

今回紹介した史跡の位置図
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問環境課  ☎(43)7211

　　第 26 話  住宅用火災警報器を設置しましょう 

②②

山鹿市消防本部　連載

③③ ①

④④

ひ

『住宅用火災警報器』
１ 住宅用火災警報器の役割

　いつどのように
　　　　　発生するか
  『分からない火災』

寝室での
　　寝タバコは
火災を誘発
　　　させます

火事です！火事です！

大変だー
っい

ひ
ひ
ひ

『命』を守ります

そんなとき
住宅用火災警報器が
しっかり見張って

皆さんの大切な

必ず設置しましょう

　火災が発生したことを音や
音声により知らせるものです。
　条例で設置が必要とされる
場所に適切に設置することで
火災の発生をいち早く感知し
警報が鳴ることにより、住民
が初期消火や避難、119 番通
報などの対応を迅速に行うこ
とができ、火災による被害を
最小限に食い止めることが期
待されます。
２ 設置場所

『必ず設置する場所』
①寝室
　普段の就寝に使用する部屋。
子ども部屋なども、就寝に使
用されている場所は対象とな
る。
②階段
　寝室がある階の階段。

環境だより環境だより

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
・

ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
！

　
ゴ
ケ
グ
モ
は
毒
を
持
っ
て
い
ま
す
。
攻
撃
性
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
触
る
と
か
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
６
月
～

10
月
に
咬こ

う

傷し
ょ
う

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
軽
症
で

す
が
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
症
状
：
脱
力
、
頭
痛
、

筋
肉
痛
、
不
眠
、
筋
肉
ま
ひ
な
ど
）。

　
ゴ
ケ
グ
モ
を
見
つ
け
て
も
、
素
手
で
捕
ま
え
た
り
、
触
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
屋
外
で
作
業
す
る

と
き
は
、
軍
手
な
ど
手
袋
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ケ
グ
モ

を
発
見
し
た
場
合
は
、
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特徴：体長は約 0.7 ～ 1㎝。背面・腹面に目立った赤色の斑紋。
※詳しくは熊本県か環境省外来生物対策室のホームページで

ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

有料指定ごみ袋の卸問屋
　有料指定ごみ袋における、平成 29 年度山鹿市一般廃棄物収集運
搬手数料の収納を、下記卸問屋が行いますので、お知らせします。
【取扱期間】
平成 30 年３月 31 日㈯まで
【取扱業者】
㈾堤商店、㈾堀商店、㈲原食品、山鹿市商工会（順不同）



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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　プレパパ・プレママ教室
　�〜パパ・ママと生まれてくる子どものために〜
　�日　時：６月11日㈰　　午前10時〜正午
　�場　所：山鹿子育て支援センター
　�対　象：平成29年７月〜10月に出産予定の人
　�定　員：８組程度

キーワードは「活力」　合い言葉は「やかぜ」鹿本中学校

やればできる！必ずできる！絶対できる！
　平成 29年度がスタートして２カ月がたちました。今
年度の教育目標は「豊かな心と確かな学力を身に付け

心身ともにたくましく夢に
向かって挑戦し続ける　活
力のある生徒の育成」、キー
ワードは「活力」、合い言葉
は「やかぜ」です。生徒は
目的を明確にして挑戦し続

け、自分を高めることを目指して日々の学校生活を送っ
ています。
　「やかぜ」は「やればできる　必ずできる　絶対でき
る」の３つの頭文字をとった言葉です。自分の無限の
可能性を信じて、何事も最後まで絶対諦めずに一生懸
命やり続けることにこそ価値があり、自他ともに伸びて
いこうという願いを込めています。
　今年度は新しい取り組みを２つスタートさせます。
　１つ目は「コミュニティー・スクール（学校運営協
議会を置く学校）」の指定です。地域でどのような子ど
もを育てていくのかという目標やビジョンを学校・保護

者・地域住民が共有し、地域と一体となって子どもたち
を育む「地域とともにある学校」づくりを推進します。
　２つ目は「評価・評定の二期制」の取り組みです。評
価を前期（４〜９月）と後期（10〜３月）に分けること
で、授業日数があまり変わらなくなり評価・評定の精度
を高めることができます。生徒にとっては長期休業日（夏
休み・冬休み）が評価期間の間となることから、中間テ
ストで不満足だったところを休み中に再度学習し、期末
テストなどで挽回するチャンスが出てきます。休み期間
中に目標を持った学習が期待でき、学力向上につながる

と考えます。また、教師にとっ
ては生徒とじっくり向き合う
時間も確保できます。
　最後になりますが昨年以上
に進化し、教育愛に燃える教
師集団のもと、活力に満ちた

学校を創り、何事にも目的意識を持って挑戦し続ける生
徒の育成を目指して頑張っていきます。

◦鹿本中学校データ◦　鹿瀬島智校長　生徒数 217人

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

子育て支援センター・つどいの広場では、子育てに役立つさまざまな講座を開催しています。
★下記講座の申し込み・問い合わせは山鹿子育て支援センターへ［☎（43）1270］

☆子育て講座に参加してみませんか

離乳食教室
　「そろそろ離乳食を始めたいけれど、どんなものを、どれだ
けあげたらいいの？」そんな不安を感じたことはありませんか？
参加者と交流をしながらの調理実習や、お子さんと一緒に試食
し、みんなで離乳食への理解を深めましょう！

※�前期は３・４カ月
健診時、後期は７・
８カ月健診時にチ
ラシを配布します。

対象時期 開催月
前期（初期編）５〜６カ月 偶数月
後期（後期編）10 〜 11 カ月 奇数月

親子で作る簡単おもちゃ
〈材料〉ペットボトル（350ml か 500ml）、ひも
（180cm位）、ビニールテープやシールなど、穴を
あける千枚通し（先のとがったもの）、セロテープ
〈作り方〉ペット
ボトルの底に穴を
開けてひもでつな
げます。シール貼
りは親子で楽しん
で！穴を開けると
きは注意を…。開
けにくいときは千枚通しをガスの火で温めてか
ら通すと開けやすい。ひもの先端をセロテープ
で巻いておくと通しやすい。
〈遊び方〉子どもがひもを持って引きながら遊び
ます。



わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園
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　「あーいーうーべー」と給食前に聞こえてきます。テレビ
でも紹介された「あいうべー体操」。口呼吸を鼻呼吸に替え
ることで、ウイルスやホコリ・
花粉を取り込みにくくなり、
アレルギーや感染症の改善
に期待されています。また、
顔の筋肉、口、舌を動かす
ことが、体全体の機能を改
善させていくといわれています。園でも「あいうべー体操」
に取り組んで３年目になり、インフルエンザの発症はあって
も広がらず、効果がでてきているのかなと感じられます。

　お当番さんが前に出て、
10 回カウントしながら行っ
ています。おうちでもご飯の
前に「あいうべー体操」を
しているという声も聞かれ、
子どもたちの中に定着してい

ます。また、いりこを毎朝食べたり、粉末にして汁物に使っ
たりしています。丸ごと食すことで、海のミネラルパワーをい
ただいて元気いっぱい遊んでいます。
　合言葉は「お腹の中の菌ちゃんを元気にしよう！」

　桜の満開がいつもより遅い４月、わが家の子どもたちも
４歳児、２歳児クラスとそれぞれ進級しました。登園のとき
離れる間際になると泣いていた長女も、弟と一緒に通うよ
うになり、いつの間にかお姉ちゃんに。今では笑顔で元気

いっぱい登園しています。保
育園の連絡帳では、心身と
もに成長している様子を感じ
取ることができ、日々子ども
たちと向き合い、たくさんの
ことを教えて頂いている先生
方には大変感謝しています。
　日頃、先生方には頼りっ
ぱなしですが、毎年夏には
唯一保護者会主催による「夏
祭り」が開催されます。子ど
もたちの喜ぶ様子を想像し
ながら、出店のメニュー決め

から、材料調達、仕込みなどを行います。当日は子どもた
ちも一緒にお店側に立って「いらっしゃいませ〜」と大きな
声で、楽しそうに接客のお手伝いをします。日頃の感謝を
込めて、ことしも子どもたち、先生方、保護者の全員が楽
しめる「夏祭り」にしたいと思っています。

山鹿東保育園保護者　大橋史
ふ み

孝
た か

免疫力アップ！あいうべー体操
富慈園☎ (46)2578

成長と感謝の日々
山鹿東保育園☎ (44)6253

給食の前に、みんなで「あーいーうーべー」

楽しい手あそび

お当番さんと声をそろえて10 回！ みんな揃って盆おどり

一人一人が輝くために　小中連携による研究推進鹿北小学校

　平成 25 年４月に開校した鹿北小学校は、今年度で
５年目を迎えました。
　さて、鹿北小・中学校は、国立教育政策研究所より
平成 28 年度から２カ年にわたり指定を受け、よりよ

い小中連携のあ
り方について研
究に取り組んで
います。９年間
の連続した学び
を実現するため
に、１時間の共
通した授業の流
れを定め、ユニ
バーサルデザイ

ンの視点を基に、すべての子どもたちに分かりやすい
授業となるよう、共同で授業研究会を行っています。
　今年度は小学校から中学校へのなめらかな接続を図
るために、定期的に中学校の先生方に外国語活動、社
会、体育、音楽の授業に入っていただき、指導を受け

ています。
　また、梅ちぎりや合同ボランティア活動、縦割り班
活動などさまざまな体験を通して、社会性およびコ
ミュニケーション能力の育成に努めます。

　その他にも
「保、小、中合
同駅伝大会」な
ど体力向上に向
けて一緒に運動
をしたり、基本
的生活習慣の定
着のための取り
組みを行ったり
して望ましい心

身の育成を図っていきます。
　11 月 21 日㈫には、合同で研究発表会を開催する予
定です。多くの皆さまの参観をお待ちしております。

小、中交流の時間保、小、中合同駅伝大会

◦鹿北小学校データ◦　小川芳和校長　児童数 128 人
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
１歳６カ月児健診
27 年 10 月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

11 12 13 14 15 16 17
３〜４カ月児健診
29 年 2 月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
28 年 10 月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
28 年７月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
28 年７月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
26 年２月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

18 19 20 21 22 23 24
３〜４カ月児健診
29 年２月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
27 年 10 月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
26 年２月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

25 26 27 28 29 30
７〜８カ月児健診
28 年 10 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

６健康カレンダー
月

場所の省略表記�…【山健福】山鹿健康福祉センター　�【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

　山鹿市歯科医師会では、６月４日〜 10 日の「歯と口の健
康週間」にあわせて、無料歯科健診を開催します。
お口の中の衛生チェックや、歯のお手入れ方法の
確認をして、お口の健康を振り返ってみませんか。
◦�日時　６月３日㈯
　　　　午後２時〜３時半（受付終了）
◦�場所　山鹿健康福祉センター
◦�対象者　山鹿市在住の人
◦�内容　歯科医師による無料歯科健診と歯科相談、フッ素

塗布（希望者のみ）、歯科衛生士によるブラッシング指導

お口の健康、大丈夫ですか
歯と口の健康週間〜無料歯科健診〜 1 人で悩まず、ご相談ください

妊娠や出産に関するさまざまな悩みについ
て、保健師が相談に応じています。秘密は
守りますので、お気軽にご相談ください。
山鹿市健康増進課　☎（43）0050

熊本県も電話相談窓口を設置しています。
「妊娠とこころの相談」「不妊相談窓口」
熊本県女性相談センター☎ 096（381）4340

（月〜土曜日　午前９時〜午後８時）

◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）
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元気の
お手伝い

Vol.98

山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

山鹿市民医療センター
睡眠時無呼吸外来

坂田和
か ず

子
こ

睡
眠
日
誌
の
す
す
め

も
日
常
の
身
近
な
こ
と
で
、
ご
く
個

人
的
な
た
め
な
か
な
か
自
身
で
は
分

か
り
に
く
い
の
で
す
。

　
睡
眠
の
評
価
に
、
最
も
有
効
と
い

わ
れ
て
い
る
の
が
、
睡
眠
日
誌
で
す
。

　
毎
日
の
就
寝
時
間
と
起
床
時
間
、

寝
付
き
、
何
回
目
が
覚
め
た
、
夢
な

ど
を
メ
モ
す
る
だ
け
で
す
。
睡
眠
日

誌
を
見
直
す
と
自
分
の
睡
眠
の
問
題

点
が
客
観
視
で
き
ま
す
。
睡
眠
中
の

呼
吸
停
止
や
、
睡
眠
時
間
は
十
分
な

の
に
日
中
の
眠
気
が
強
い
な
ど
は
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
や
、
ナ
ル
コ

レ
プ
シ
ー
な
ど
の
睡
眠
呼
吸
障
害
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
に
ご
相

談
の
と
き
に
、
睡
眠
日
誌
を
持
参
さ

れ
る
と
診
断
に
も
役
立
ち
、
必
要
な

検
査
の
選
択
も
容
易
に
な
り
ま
す
。

　
睡
眠
は
健
康
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ご
自
身
の
睡
眠
を
ご
自
身
で
評
価
す

る
た
め
に
、
睡
眠
日
誌
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
毎
日
の
元
気
に
は
よ
い
睡
眠
が
必

要
で
す
。

　
私
は
夕
食
後
う
た
た
ね
が
癖
で
深

夜
に
起
き
て
家
事
、
入
浴
。
睡
眠
時

間
は
短
い
も
の
の
家
事
は
は
か
ど

り
、
お
風
呂
は
自
由
満
喫
。
し
か
し
、

熊
本
地
震
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
あ

の
日
の
恐
怖
で
眠
れ
な
い
日
が
加
わ

る
と
、
体
は
だ
る
く
、
お
肌
も
最
低

最
悪
に
、
気
持
ち
も
落
ち
込
む
よ
う

に
。

　
そ
ん
な
ち
ょ
う
ど
熊
本
地
震
か
ら

１
年
目
の
夜
、
ス
マ
ホ
が
言
っ
た
の

で
す
。「
６
時
間
の
睡
眠
を
と
る
た

め
に
、
午
後
11
時
半
ま
で
に
就
寝
し

ま
し
ょ
う
」
と
。
午
前
５
時
半
に
目

覚
ま
し
を
セ
ッ
ト
し
た
の
で
、
６
時

間
睡
眠
確
保
の
お
知
ら
せ
な
の
で
す

が
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
す
。

　
素
直
に
寝
て
み
ま
す
と
次
の
朝
、

す
っ
き
り
起
床
。
い
い
感
じ
に
夢
も

見
て
、
日
中
眠
く
な
い
ば
か
り
か
仕

事
が
は
か
ど
り
ま
す
。
短
時
間
睡
眠

に
も
改
善
の
必
要
性
に
も
気
付
か
ず

に
い
た
の
で
す
。
睡
眠
は
あ
ま
り
に

検診項目 対象者の生年月日
子宮頸がん 平成８年４月２日〜平成９年４月１日

乳がん・大腸がん
肝炎ウイルス 昭和51年４月２日〜昭和52年４月１日

肝炎ウイルス

昭和46年４月２日〜昭和47年４月１日
昭和41年４月２日〜昭和42年４月１日
昭和36年４月２日〜昭和37年４月１日
昭和31年４月２日〜昭和32年４月１日
昭和26年４月２日〜昭和27年４月１日
昭和21年４月２日〜昭和22年４月１日

　各種健診希望調査でがん検診の申し込みをした人に、遅く
とも集団検診の２週間ほど前に受診券や問診票などを送りま
す。検診を希望する人（19 歳以上の人）で申し込みが済ん
でいない人は、健康増進課へご連絡ください。
◦�検査項目　胃・大腸・肺・乳・子宮頸

け い ぶ

部・腹部超音波・
前立腺・骨密度など

　国民健康保険に加入している人は、がん検診受診時に特定
健診もあわせて受診できますので、ぜひこの機会に受診して
ください（特定健診の受診券〈黄色〉は５月末に送付してい
ますので、必ずご持参ください）。
　山鹿市国保以外の健康保険（社会保険など）に加入してい
る 40 歳以上のご家族で、健康保険（医療保険者）が発行し
た特定健康診査受診券を持っている人も、集団検診でがん検
診と一緒に特定健診を受診できます。

　下記の対象者に、各種検診の無料クーポン券や受診券な
どを５月下旬に送付しています。健康管理のため、クーポ
ン券や受診券を活用して、積極的に検診を受けてください。

各種がん検診（集団検診）

無料クーポン券を活用して
がん検診を受けましょう

※肝炎ウイルスは過去に受診したことのない人が対象です。

６月は食育月間・毎月 19 日は食育の日
　食育とは " 生きる上での基本であって、知育、徳育およ
び体育の基礎となるべきもの。さまざまな経験を通じて「食」
に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生
活を実践することができる人間を育てること " です。
　食生活は、生活習慣の基本であり、適切な食べ方や生活
リズムによって、肥満や糖尿病などの生活習慣病の発症を
予防できます。この機会にバランスのいい食事を心掛け、
地産地消の食品の利用など、生活の基本である「食」につ
いて考えてみましょう。

献血にご協力ください
【献血日】６月６日㈫
◦山鹿警察署
　��9：30〜 12：00
◦山鹿市民医療センター
　13：30〜 15：30
【献血日】６月28日㈬
◦山鹿市役所
　��9：30〜 16：00

６月は食育月間・毎月 19 日は食育の日

有害植物に注意しましょう
　山菜狩りなどで誤って有害な野草を採取し、それを食べ
たことにより食中毒が発生しています。見慣れない植物や
食用と確実に判断できない植物は、絶対に「採らない」「食
べない」「売らない」「人にあげない」ようにしましょう。

〈食用と間違いやすい有毒植物の例〉
◯イヌサフラン（ギョウジャニンニク、ギボウシと間違えやすい）
◯スイセン（ニラ、ノビルと間違えやすい）
◯トリカブト（ニリンソウ、モミジガサと間違えやすい）　

山鹿保健所　衛生環境課　☎（44）4121
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４ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※４月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　岩永　　周さん♥原田　諄子さん
　大　道　川嶋　宏典さん♥鬼丸　千宙さん

鹿　北
　広　見　髙松　孝一さん♥中川　亜紀さん
鹿　央
　千　田　鬼塚　涼太さん♥渕上　玲奈さん

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　柿本　真

ま み

美さん　細木　凪
な ぎ さ

咲さん
　　　　　木庭　帆

ほ の か

香さん　伊藤　海
か い と

翔さん
　　　　　原　　美

み お

桜さん　立山　　善
ぜん

さん
　　　　　鹿子木　暖

はるや

さん　角田みれいさん
　　　　　尾形颯

そ う す け

右典さん　角田みらいさん
　米　田　倉原　大

た す く

空さん
　川　辺　本田　彩

あ や の

乃さん
　八　幡　田代　妃

き の

乃さん　今野　紫
し お ん

音さん
　三　岳　稗嶋　　凜

りん

さん
　三　玉　髙栁　一

かずまさ

将さん
　大　道　羽根田早

さ や な

弥奈さん　木庭　詩
し の

乃さん
　　　　　新田　杏

も も か

愛さん

鹿　北
　岩　野　竹熊　　心

しん

さん
菊　鹿
　内　田　原口　遥

と あ

絢さん
　六　郷　岡本　和

あ い と

燈さん
　城　北　松岡　美

み れ い

伶さん
鹿　本
　来　民　竹下　優

ゆ あ

空さん　福岡　立
り つ き

樹さん
　　　　　中熊　唯

い お

桜さん
鹿　央
　山　内　續　　健

け ん と

人さん

山　鹿
　山　鹿　濱田　正和さん (78)　福田エイ子さん (74)
　　　　　古閑　　等さん (87)　中島ヤス子さん (88)
　　　　　北浦　俊子さん (87)　坂田　幸子さん (82)
　　　　　丸山　秀樹さん (87)　緒方　君子さん (93)
　　　　　井上　瑞江さん (90)　竹下ヒロエさん (88)
　　　　　富野　正臣さん (70)　木下　　保さん (84)
　　　　　池邉　良子さん (81)　船津トシエさん (82)
　　　　　田上昭一郎さん (75)　吉住　善吾さん (83)
　　　　　伊藤　澄子さん (95)　富田　五月さん (86)
　　　　　光永　盛夫さん (80)
　米　田　小出　由貴さん (31)　井上　功一さん (53)
　川　辺　森本ミヨ子さん (100)
　八　幡　猿渡　　巧さん (90)　緒方イキ子さん (80)
　　　　　宮本　力德さん (76)
　平小城　築島セイ子さん (91)　田中トメ子さん (95)
　三　玉　池田　早速さん (100)
　大　道　萩生　　守さん (86)
鹿　北
　岳　間　松本千々江さん (96)　荒川　公人さん (87)
　岩　野　草野　留雄さん (83)　石貫トミエさん (84)
　　　　　野中　誠道さん (93)　野中ミチヨさん (81)
　　　　　井手ヒロエさん (90)　白田　幸子さん (79)
　　　　　古川　洋一さん (63)
　広　見　井手口ツユ子さん (80)

お く や み

菊　鹿
　内　田　平田　芳子さん (89)　飯川　千　さん (84)
　　　　　宮崎　淑子さん (81)　吉里　德義さん (82)
　　　　　渡邉フキ子さん (90)
　六　郷　眞弓　正則さん (82)　前田イツエさん (105)
　　　　　冨田　由美さん (55)　有働　恒男さん (82)
　城　北　永田　靜枝さん (113)　藤本八千代さん (85)
　　　　　平井　良一さん (81)　德永　正子さん (91)
鹿　本
　来　民　西岡　清子さん (79)　杤原　安信さん (85)
　　　　　池田　静雄さん (75)　野田カオルさん (83)
　　　　　本田ツギヨさん (96)　植浦シマエさん (96)
　稲　田　古澤　清幸さん (94)　藤本　幸人さん (88)
　　　　　髙田　岩雄さん (73)　冨田　久利さん (86)
　　　　　小川　幸子さん (86)　中川　　豊さん (93)
　中　富　嶋田　美惠さん (99)
鹿　央
　千　田　森川　久子さん (98)
　米野岳　松永　哲也さん (87)
　山　内　有働サツキさん (86)　有働　俊春さん (86)
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
市
県
民
税
（
第
１
期
）

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

◦�

介
護
保
険
料
（
第
２
期
）

◦�

納
期
限　
６
月
30
日
㈮

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　
６
月
28
日
㈬
～
30
日
㈮

　
午
後
５
時
半
～
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
６
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係

　
　
　
☎（
43
）１
１
４
４

撤去日程 鹿北地域 菊鹿地域 鹿央地域

6/1 ㈭〜
6/10 ㈯

小川内・後川内・市木・
下村・南松尾・須屋・
星原・荒平

１区・２区・３区 奥永・上久野・久野

6/11 ㈰〜
6/20 ㈫

田中・原・本多久・
金原・入道・茂田井

４区・５区・６区
宮・下千田・上千田・
水原・元広

6/21 ㈬〜
6/30 ㈮

麻生・皆瀬・高井川・
東栗瀬・西栗瀬・陣内・
宮迫

７区・８区・９区
上広・下原・持松東・
持松西

7/1 ㈯〜
7/10 ㈪

柿原・鹿北福原・
弁天・尾谷・下中・
上中・竹の谷

川西・島田・山の井
米野・堂米野・下米野・
上岩原

7/11 ㈫〜
7/20 ㈭

男岳・柚の木谷・
中津川・底野・三楠・
田渕・柏ノ木

日渡・下永野１・
下永野２・下組・
上組

岩原・春間・郷原・
岩倉・一里木団地

7/21 ㈮〜
7/31 ㈪

浦方・桑原・枝川内・
迫・才野

五郎丸・太田・川原・
長谷川・長谷

姫井・霜野・仁王堂・
北谷・梅木谷

8/1 ㈫〜
8/10 ㈭

幸ヶ丘・細永・川原谷・
釘の花・山下

日渡団地・
みどり団地・上本分・
下本分

大浦・中浦・
姫井団地

8/11 ㈷〜
8/20 ㈰

堂原・中間・東野
黒蛭・米原・立徳・
木山・横枕・道場

不在宅対応

8/21 ㈪〜
8/31 ㈭

不在宅対応
大林・池田・永山・
酒造野・宮原・
阿佐古

不在宅対応

9/1 ㈮〜
10/31 ㈫

不在宅対応 不在宅対応 不在宅対応

　
鹿
北
、
菊
鹿
、
鹿
央
地
域
の
各
家
庭
に
設

置
し
て
い
た
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
機
器
の
撤

去
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
撤
去
に
従
事
す
る
委
託
業
者
は
下
記
の
よ

う
な
名
札
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。
ご
不
在

の
と
き
は
不
在
票
記
載
の
連
絡
先
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
工
事
の
時
間
帯　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

訪
問
時
に
不
在
で
夜
間
対
応
を
ご
希
望

（
午
後
５
時
～
８
時
）
の
場
合
は
、
不
在

票
の
連
絡
先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※��

日
程
が
前
後
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

撤
去
の
日
程
を
数
日
過
ぎ
て
も
訪
問
が
な

い
場
合
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課
☎（
43
）１
１
１
８

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
機
器
の
撤
去

日
程

お知
せら

【従事者証】　No.001
　　山鹿市
　　オフトーク通信機器撤去業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　工事者：西日本電信電話株式会社
　　　　　　　　氏　名：　◯　◯　◯　◯

　本工事に係り訪問する際はこの従事者証を提示します。

５
月
号
の
訂
正
と
お
わ
び

　
18
ペ
ー
ジ
掲
載
の
出
会
い
の
輪
で
「
山

木
綾あ

や

乃の

」
さ
ん
は
「
山
木
彩あ

や

乃の

」
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。
20
ペ
ー
ジ
掲
載
の
市

民
文
芸
で
、
河
鹿
会
肥
後
狂
句
「
吉
川

ひ
ろ
み
」
さ
ん
は
「
古
川
ひ
ろ
み
」
さ

ん
の
誤
り
で
し
た
。
24
ペ
ー
ジ
掲
載
の

わ
く
わ
く
ネ
ッ
ト
で
「
つ
ど
い
の
広
場

（
お
さ
か
童
夢
）」
の
開
所
曜
日
は
「
火

曜
日
～
土
曜
日
」、
開
所
時
間
は
「
10
時

～
16
時
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
わ
び
し
ま
す
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課☎（

43
）１
１
１
８

委託業者の名札
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①花火を上げて、花咲かそう！
　「やまがHANA×花プロジェクト」始動！

▼「HANA× 花プロジェクト」で実現したいこと
　1. 1 口 1 発！目指せ 8,000 発 !!
　2. 花火を上げたその地から
　　 咲き乱れる 100 万本のコスモス！

山鹿温泉観光協会花火大会の詳細は…

今年も8月 15日に納涼花火大会を開催します！皆様の温かいご支援お待ちしております。

②メモリアル花火、募集中！
還暦祝い、誕生祝い、結婚記念など、
いろいろな人生の節目を花火で祝福する

「メモリアル花火」を募集中です。

「やまがHANA×花プロジェクト」　主催 /山鹿青年会議所　共催 /山鹿温泉観光協会　後援 /山鹿市、山鹿商工会議所青年部

「山鹿灯籠まつり納涼花火大会」
主催 /山鹿温泉観光協会　（電話0968-43-2952）

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
引
き

続
き
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
の
確
認
の
た

め
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
６
月
初
旬
に
現
況
届
の
用
紙
（
黄
色
）

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
６
月
の
受
付
期
間
中

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い

と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦��

提
出
書
類

①
現
況
届
（
郵
送
し
た
も
の
）

②
健
康
保
険
証
の
写
し
（
受
給
者
と
児
童
の

　
も
の
）

③
該
当
す
る
場
合
に
必
要
な
書
類

・�

平
成
29
年
度
所
得
課
税
証
明
書

　�（
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
山
鹿
市
に

住
所
を
有
し
な
い
場
合
）

・�

児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

　�（
児
童
が
山
鹿
市
以
外
に
住
所
を
有
す
る

場
合
）

※
手
続
き
の
際
に
は
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

◦�

受
付
場
所

　
山
鹿
地
区

　
市
役
所
福
祉
援
護
課

　
鹿
北
地
区

　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
菊
鹿
地
区

　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　
鹿
本
地
区

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
鹿
央
地
区

　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

お
住
ま
い
の
地
区
で
の
受
け
付
け
と
な
り

ま
す
。
受
付
期
間
に
つ
い
て
は
６
月
初
旬

に
郵
送
す
る
案
内
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
福
祉
援
護
課

　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
２

児
童
手
当
の
現
況
届
は
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い

お知
せら

　
こ
と
し
、
金
婚
を
迎
え
る
夫
婦
の
皆
さ
ん

を
調
査
し
ま
す
。
該
当
す
る
夫
婦
の
皆
さ
ん

は
、
９
月
９
日
㈯
に
開
催
予
定
の
敬
老
表
彰

式
典
で
表
彰
し
、
希
望
す
る
夫
婦
は
熊
本
日

日
新
聞
の
紙
面
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

◦�

該
当
す
る
夫
婦

　

　�

昭
和
42
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
結
婚
か
同
居
し
、
こ
と
し
で
満
50
年

を
迎
え
る
夫
婦

◦�

申
し
込
み
方
法

　�
山
鹿
地
区
の
人
は
市
役
所
長
寿
支
援
課

へ
、
鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
地
区
の

人
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
か
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

受
付
期
間

　
６
月
１
日
㈭
～
７
月
14
日
㈮

問�

長
寿
支
援
課

　
　
　
　
☎（
43
）１
１
８
０

　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
32
）３
１
１
１

　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
48
）３
１
１
１

　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
46
）３
１
１
１

　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
36
）３
１
１
１

　
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
の
は
「
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
」「
は
り
師
・
き
ゅ
う

師
」「
柔
道
整
復
師
」
の
国
家
資
格
を
持
っ

た
施
術
者
に
よ
る
施
術
に
限
ら
れ
ま
す
。
施

術
を
受
け
る
場
合
は
、
施
術
者
が
国
家
資
格

を
持
っ
て
い
る
か
厚
生
労
働
大
臣
免
許
保
有

証
や
施
術
所
の
看
板
、
施
術
所
内
の
掲
示
な

ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※�
「
整
体
師
」「
カ
イ
ロ
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」
は

関
係
民
間
団
体
な
ど
が
行
う
研
修
を
受
け

て
取
得
す
る
民
間
資
格
で
す
。

◦
資
格
に
関
す
る
こ
と

問
熊
本
県
医
療
政
策
課

☎�
０
９
６（
３
３
３
）２
２
０
５

◦
保
険
診
療
に
関
す
る
こ
と

問
熊
本
県
国
保
・
高
齢
者
医
療
課

☎�

０
９
６（
３
３
３
）２
２
２
３

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

金
婚
を
迎
え
る
夫
婦
の
皆
さ
ん
へ

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
は
り
き
ゅ
う
・
整
骨

の
施
術
所
を
利
用
す
る
人
へ

全
国一斉
「
子
ど
も
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間

お知
せら

お知
せら

お知
せら

人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

◦
実
施
期
間

　�

６
月
26
日
㈪
～
７
月
２
日
㈰

◦�

時
間

　�

平
日

　
午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

　
　
　
　
土
日

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◦
相
談
担
当
者

　

　
人
権
擁
護
委
員

　
法
務
局
職
員

◦�

相
談
内
容

　�

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど

も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

◦�

専
用
相
談
電
話

　「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」

☎�

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

問
法
務
局
山
鹿
支
局

　
　
☎（
44
）２
４
１
１

　
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９



案 内 版 Information

31　2017.6　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉 ㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

　
自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
、
示
談
を

め
ぐ
る
損
害
賠
償
額
の
問
題
で
お
困
り
の
人

へ
、
担
当
弁
護
士
が
「
中
立
・
公
正
」
な
立

場
で
、
当
事
者
間
の
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償
問

題
の
法
律
知
識
が
な
く
、
交
渉
に
不
慣
れ
で

も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
弁
護
士
費
用

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
（
無
料
）。
ま
ず
は

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

ご
相
談
に
応
じ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
一
度
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

公
益
財
団
法
人
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン

タ
ー
福
岡
支
部

☎�

０
９
２（
７
２
１
）０
８
８
１

　
平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
更
新
手
続
き
は

６
月
１
日
㈭
～
７
月
10
日
㈪
で
す
。
労
働
保

険
料
は
熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室
ま
た
は
県
内
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

も
し
く
は
日
本
銀
行
代
理
店
の
金
融
機
関
ま

た
は
郵
便
局
で
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
６
月
28
日
㈬
～
７
月
７
日
㈮
に
か

け
て
県
内
各
地
で
開
催
す
る
集
合
受
付
会
場

で
も
申
告
で
き
ま
す
（
集
合
受
付
会
場
の
日

程
は
事
業
主
に
送
付
す
る
「
熊
本
労
働
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

�

　
年
度
更
新
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
国
が
職

権
で
申
告
納
付
す
べ
き
正
し
い
労
働
保
険
料
の

額
を
決
定
し
た
上
で
、
追
徴
金
を
徴
収
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
納
期
限
内
に
申
告
・

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

◦
「
年
度
更
新
申
告
書
」
の
記
載
方
法

問
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎�

０
１
２
０（
３
３
５
）５
４
６

◦
そ
の
他
「
年
度
更
新
」
に
つ
い
て

問
熊
本
労
働
局

　
労
働
保
険
徴
収
室

☎�

０
９
６（
２
１
１
）１
７
０
２

　
個
々
の
消
費
者
が
受
け
た
被
害
（
騙
さ
れ

て
商
品
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
た
め
代
金
を

返
し
て
ほ
し
い
な
ど
）
を
集
団
的
に
救
済
す

る
た
め
「
消
費
者
の
財
産
的
被
害
の
集
団
的

な
回
復
の
た
め
の
民
事
の
裁
判
手
続
の
特
例

に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
28
年
10
月
１
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
内
閣
府
大

臣
官
房
政
府
広
報
室
が
運
営
す
る
政
府
広
報

オ
ン
ラ
イ
ン
「
不
当
な
勧
誘
や
契
約
条
項
等

に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
『
消

費
者
団
体
訴
訟
制
度
』
の
活
用
を
！
」
ま
た

は
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
裁
判
の
話

題
」�（http://w

w
w.courts.go.jp/saiban/

w
adai/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

☎�

０
９
６（
２
４
１
）８
９
２
１

　
山
鹿
保
健
所
で
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週

間
」
に
合
わ
せ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
広
げ
て
実

施
し
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
感
染
か
ら
発
病
ま
で
数

年
の
潜
伏
期
が
あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も
早

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題
で

お
困
り
の
人
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

消
費
者
被
害
救
済
の
た
め
の　

新
た
な
制
度
に
つ
い
て

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」に
伴
う

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
実
施

お知
せら

お知
せら

お知
せら

お知
せら

　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー

式
小
型
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
の
無
人
航
空

機
に
よ
る
農
薬
散
布
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
・
承
認
が
必
要
で
す
。

併
せ
て
散
布
計
画
を
県
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
機
体
は
、
農
林
水
産
省
が
指
定

す
る
機
関
が
認
定
し
た
機
種
の
み
が
使
用
可

能
で
、
操
縦
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
資
格
が

必
要
で
す
。

問�

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎�

０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布

は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

お知
せら

期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
発
病

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
検
査
は
血
液
検
査
だ
け
で
す
の
で
、
短
時

間
で
終
了
し
ま
す
。

◦
日
時

　
６
月
７
日
㈬

　
午
前
９
時
～
11
時

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
～
７
時

◦
場
所　

�

山
鹿
保
健
所

◦
内
容

　�

血
液
検
査

◦
対
象
者

　
感
染
な
ど
の
心
配
の
あ
る
人

　（
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

◦�

費
用

　�

無
料

◦�

結
果　
採
血
後
約
１
時
間
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
検
査
の
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

問
山
鹿
保
健
所

　
　
　
　
☎（
44
）４
１
２
１
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〉ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島 865ｰ1

44-5248御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

TEL

78万円(税別)

　
８
月
に
山
鹿
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ク
ー
マ
の
高
校
生
が
山
鹿
市
を
訪

れ
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
高
校
生
を
受
け
入

れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

（
期
間
は
８
月
中
旬
の
７
泊
８
日
を
予
定
）

◦�

応
募
方
法

　�

社
会
教
育
課
に
備
え
付
け
の
「
登
録
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
社
会
教
育
課
へ

郵
送
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。「
登
録
書
」

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◦�

申
込
期
限　
６
月
15
日
㈭

　
問
社
会
教
育
課

　
　
　
☎（
43
）１
６
５
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

募集
申 申

　
税
理
士
が
電
話
で
税
金
に
関
す
る
相
談
に

無
料
（
20
分
以
内
）
で
応
じ
ま
す
。

◦
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０（
３
７
３
）６
７
８

◦�

相
談
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　�（
土
日
・
祝
祭
日
・
夏
期
・
年
末
年
始
は

休
室
）

※�

受
け
付
け
担
当
者
が
お
住
ま
い
の
地
域
と

電
話
番
号
を
お
尋
ね
し
、
お
近
く
の
税
理

士
か
ら
折
り
返
し
電
話
し
ま
す
。

※�
詳
し
く
は
「
南
九
州
税
理
士
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m

kzei.or.jp)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
南
九
州
税
理
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
６（
３
７
２
）１
１
５
１

相談

南
九
州
税
理
士
会
・
も
し
も
し

税
金
相
談
室

　
平
成
29
年
度
補
助
申
請
の
一
次
募
集
を
行

い
ま
す
。

◦�

募
集
期
間

　
6
月
15
日
㈭
～
30
日
㈮

◦�

対
象
者�

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

�

①
山
鹿
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
住
ん
で
い
る
人

②�

平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
人

③�

介
護
保
険
法
の
要
支
援
か
要
介
護
の
認
定

を
受
け
て
い
る
か
、
同
程
度
の
状
態
と
認

め
ら
れ
る
人

④�

世
帯
の
生
計
中
心
者
の
平
成
28
年
分
所
得

に
か
か
る
所
得
税
年
税
額
が
7
万
円
以
下

の
世
帯
に
属
す
る
人

⑤�

原
則
と
し
て
、
当
事
業
に
よ
る
助
成
を
受

住
宅
改
造
助
成
事
業
（
高
齢
者

対
象
）
一
次
募
集

け
た
こ
と
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

◦�

対
象
と
な
る
工
事

　
高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
し
や
す
い
よ
う
に
住
宅
を
改
造
す
る
工

事
。

例�

手
す
り
の
取
り
付
け
、
段
差
解
消
、
滑
り

防
止
お
よ
び
移
動
の
円
滑
化
な
ど
の
た
め
の

床
ま
た
は
通
路
面
の
材
料
の
変
更
、
和
式

便
器
か
ら
洋
式
便
器
へ
の
取
り
替
え
な
ど
。

※�

事
前
に
着
手
さ
れ
た
工
事
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◦�

助
成
金
の
額

　
課
税
の
状
況
や
工
事
件

数
に
応
じ
て
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

　
問
長
寿
支
援
課

　
　
　
☎（
43
）１
１
８
０

募集

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
の
女
性
総

合
相
談
室
で
は
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
不
安
な
ど
を
相
談
員
が
電
話
と
面
接
で
伺

い
ま
す
。
家
庭
、
職
場
、
地
域
な
ど
で
生
じ

た
ト
ラ
ブ
ル
や
困
り
ご
と
の
ほ
か
「
な
ん
と

な
く
生
き
づ
ら
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
思
う
こ
と
を
、
一
人

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
員
が
お

話
を
伺
い
、
解
決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
第
２
土
曜
日
は
友
達
や
恋
愛
、

家
族
、
将
来
の
こ
と
、
親
や
友
達
に
は
話
せ

な
い
よ
う
な
相
談
を
受
け
る
ガ
ー
ル
ズ
サ

ポ
ー
ト
を
、
第
３
土
曜
日
は
女
性
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
、
第
４
土
曜
日
は
忙
し
い
女

性
の
た
め
に
、
心
も
体
も
元
気
に
な
る
セ
ル

フ
ケ
ア
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
女
性
総
合
相
談

�

・
電
話
相
談

　
月
・
木
～
土
曜
日（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　
水
曜
日
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）

�

・
面
接
相
談 

※
要
予
約

　
月
・
水
～
土
曜
日（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

◦
ガ
ー
ル
ズ
サ
ポ
ー
ト

　
毎
月
第
２
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

◦
法
律
相
談�

※
要
予
約

　
毎
月
第
３
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

◦
セ
ル
フ
ケ
ア
講
座

　
毎
月
第
４
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

※
ご
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
問�

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
女
性
総
合
相
談
室

　
☎�

０
９
６（
３
５
５
）２
２
２
３

相談

女
性
の
た
め
の
総
合
相
談

申
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県
立
装
飾
古
墳
館
で
行
っ
て
い
る
定
期
体

験
教
室
の
う
ち
、
６
月
に
受
け
付
け
を
行
う

教
室
を
ご
案
内
し
ま
す
。

�【
粘
土
を
こ
ね
て
笛
を
つ
く
ろ
う
〜
古
代
土

笛
づ
く
り
】

　

�

粘
土
か
ら
土
笛
を
作
っ
て
、
古
代
の
音
色

を
奏
で
て
み
よ
う
！

◦�

開
催
日
時　
７
月
８
日
㈯

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
半

◦�

参
加
費　
４
０
０
円

◦�

募
集
人
員　
先
着
20
人

【
装
飾
古
墳
を
描
こ
う
〜
伊い

勢せ

型か
た

紙が
み

で
つ
く

る
Ｔ
シ
ャ
ツ
づ
く
り
〜
】

　

�

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
好
き
な
装
飾
文
様
の
絵
柄
を

染
め
て
み
よ
う
！

◦�

開
催
日
時　
７
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◦�

参
加
費　
５
０
０
円

◦�

募
集
人
員　
先
着
20
人

【
古
代
組く

み

紐ひ
も

づ
く
り
】

　

�

映
画「
君
の
名
は
。」で
登
場
し
た「
組
紐
」

が
古
墳
館
で
体
験
で
き
る
！

◦�

開
催
日
時　
７
月
29
日
㈯

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
、正
午
、午
後
２
時

◦�
参
加
費　
１
０
０
円

◦�
募
集
人
員　
先
着
各
10
人

◦�

申
込
受
付
開
始
日

　
６
月
１
日
㈭
～
（
月
曜
休
館
日
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
県
立
装
飾
古
墳
館

　���
☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室

募集

◦��

職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
社
会
福
祉
士
（
任
期
付
職
員
）
若
干
名

◦��

受
験
資
格

　
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
、
社
会
福
祉
士
免
許
を
有
し
、
医

療
機
関
ま
た
は
介
護
施
設
な
ど
で
、
相
談

業
務
お
よ
び
退
院
支
援
の
実
務
経
験
が
あ

る
人
。 山

鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

職
員
募
集

　
昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
お
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
山
鹿
市
内

の
被
災
状
況
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
提
供

さ
れ
た
写
真
は
博
物
館
で
選
考
の
上
、現
在
、

博
物
館
で
開
催
中
の
「
地
震
の
し
く
み
と
防

災
展
」
で
、
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

◦�

募
集
内
容

　
山
鹿
市
内
で
撮
影
し
た
地
震

に
よ
る
建
物
や
自
然
の
被
災
状
況
を
写
し

た
写
真

◦�

提
供
方
法　

博
物
館
に
電
話
で
連
絡
の

上
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
複

製
し
て
か
ら
（
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
な
い

場
合
は
プ
リ
ン
ト
し
た
写
真
で
も
可
）、

郵
送
か
持
参
し
て
下
さ
い
。

◦
申
込
期
限　
6
月
18
日
㈰

◦�

展
示
場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館
2
階
企
画

展
示
室

◦��

展
示
期
間

　
7
月
4
日
㈫
～
17
日
㈷

※�

募
集
条
件
な
ど
は
博
物
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
問
山
鹿
市
立
博
物
館

　
☎（
43
）１
１
４
５

熊
本
地
震
の
被
害
写
真
を
募
集

し
ま
す

募集
申

　
パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
を
対
象
に
、
事
務
職

な
ど
で
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
業
務
内
容

習
得
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。

◦�

受
講
対
象

　
身
体
（
聴
覚
・
視
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発
達
、

難
病
、
高
次
脳
機
能

◦�

募
集
人
員

　
10
人

◦�

募
集
期
間

　
６
月
30
日
㈮
ま
で

◦��

訓
練
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
10
月
31
日
㈫

訓
練
は
火
曜
・
木
曜
、
午
後
６
時
頃
か
ら

2
時
間

◦�

訓
練
場
所　
㈲
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド（
熊
本
市
）

◦�

必
要
経
費

　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
生
の
募
集

募集
◦�

採
用
日

　
平
成
29
年
度
中

◦�

申
し
込
み
方
法　
応
募
書
類
を
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課
で
配
布
、
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間　
随
時
（
採
用
者
が
決
定
次
第

終
了
し
ま
す
）

◦
試
験
日

　
申
し
込
み
者
へ
通
知
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

募 集
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熊本県浄化槽協会・山鹿支部会員
協会会員・工事業者一覧

協会会員・維持管理、清掃業者一覧

アイビー浄水㈲
㈲岩野石油
㈲有働設備
㈾とらや商会

㈲平成美掃

㈲中村工務店
日創立花㈱
㈲フルカワ

㈲池田設備
㈲山鹿浄化槽
管理センター

㈱高原設備工業

44－0791 32－2180
44－3255
43－5023
43－7415

32－3341
43－1239
44－5990

096－273－2398

☎32－2856
☎44－3254
☎43－3529
☎43－2830

44－2728☎43－5547

43－7415☎43－7405

☎32－3128
☎43－4660

☎43－4550
☎43－2212

☎096－272－2319

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

　
山
鹿
市
難
病
友
の
会
「
き
ず
な
の
会
」
で

は
総
会
と
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
講
演
会
で

は
公
立
菊
池
養
生
園
名
誉
院
長
・
竹
熊
宜よ

し

孝た
か

先
生
に
よ
る
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
６
月
14
日
㈬

　
　
　
　
総
会
　
　
午
後
２
時

　
　
　
　
講
演
会

　
　
　
２
時
半

◦�

場
所
　
鹿
本
地
域
振
興
局
３
階
大
会
議
室

◦�

演
題
　「
老
医
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
山
鹿

　
　
　
の
思
い
出
」

◦�

講
師
　
公
立
菊
池
養
生
園
名
誉
院
長

　
　
　
　
竹
熊
宜
孝
先
生

※
参
加
費
無
料

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

山
鹿
市
難
病
友
の
会

「
き
ず
な
の
会
」
総
会
・
講
演
会

催し

　
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
で
55
歳
以
上
の
求

職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
登
録
者
）
を
対

象
に
、
就
職
機
会
の
確
保
を
目
的
と
し
た
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

【
６
月
】
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

◦�

実
施
場
所

　

　
学
科
：
熊
本
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
実
技
：
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
九
州
熊
本
教
習
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
（
菊
陽
町
）

◦
開
催
日

　
６
月
28
日
㈬
～
７
月
４
日
㈫

　
　
　
　
　（
５
日
間
）

◦�

募
集
人
員

　
20
人

◦�

募
集
締
め
切
り

　
６
月
19
日
㈪
ま
で

【
７
月
】
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員

◦�

実
施
場
所

　
熊
本
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

受
講
生
募
集

募集

　
職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で

す
。
原
則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど

を
受
給
し
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

※�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練
（
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

◦�

訓
練
場
所

　
合
志
市

◦�

訓
練
科
目

　
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設

備
施
工
科
、
ビ
ル
設
備
施
工
科
、
生
産
管

理
サ
ポ
ー
ト
科
、
組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術

科
、
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科�

◦�

募
集
期
間

　
６
月
１
日
㈭
～
29
日
㈭

◦�

訓
練
実
施
期
間　

　
８
月
２
日
㈬
～
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

職
業
訓
練
コ
ー
ス

　
人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で
は

税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
生
を
募
集
し
ま

す
。

◦�

申
し
込
み
受
け
付
け

　
６
月
19
日
㈪
～

◦�

受
験
資
格

　

�

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

jinji-shiken.go.jp/saiyo.htm
l

）
ま
た

は
「
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。�

　
問�

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

　
　
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１

申

◦
開
催
日

　
７
月
18
日
㈫
～
26
日
㈬

　
　
　
　
　（
６
日
間
）

◦�

募
集
人
員

　
20
人

◦�

募
集
締
め
切
り

　
７
月
７
日
㈮
ま
で

パ
ソ
コ
ン
基
礎

◦�

実
施
場
所

　
熊
本
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◦
開
催
日

　
７
月
20
日
㈭
～
27
日
㈭

　
　
　
　
　（
６
日
間
）

◦�

募
集
人
員

　
20
人

◦�

募
集
締
め
切
り

　
７
月
10
日
㈪
ま
で

　
問
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

　�（
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
、

福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科
は
平
成
30
年
１

月
30
日
㈫
ま
で
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

募集
申

税
務
職
員
採
用
試
験

受
験
者
募
集

募集

６月のさくら湯休館日

６月 21 日 ㈬ （第３水曜日）
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〈 

有
料
広
告 

〉

（公社）熊本県浄化槽協会・山鹿支部からのお知らせ
浄化槽は、適正に施工し、定期的に点検、清掃を行い法定検査を受けることが必要です。
県・山鹿市及び協会では、単独浄化槽から合併浄化槽への転換を推進しております。
当協会では、会員が工事を行う場合は５万円の助成を行っております。（件数には限りあり。）
浄化槽は長期間に渡り使用しますので、浄化槽工事は信頼性の高い協会会員にご用命下さい。
制度の詳細については、右ページの会員業者にお尋ね下さい。

開催日 行　事　名 時間 料金

3 日㈯ 熊本地震復興支援サミット in 熊本 午後 有料

10 日㈯
～

11 日㈰
コスナビ九州　コスプレ撮影会 日中 有料

14 日㈬ 休館日

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。な
お、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、八千代
座までどうぞ　問☎ (44)4004

６月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　６月１日㈭・5 日㈪・6 日㈫・8 日㈭・12 日㈪・13 日㈫
　　　15 日㈭・19 日㈪・20 日㈫・22 日㈭・26 日㈪・27 日㈫　
　　　29 日㈭
時間　１日２回（午前 11 時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

チヨマツ

　

登
校
拒
否
・
不
登
校
に
学
ぶ
フ
レ
ン
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と
の
20
周
年
記
念
事

業
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

講
演
会　
「
子
ど
も
は
世
の
中
を
変
え
て

い
く
光
～
一
人
も
粗
末
に
し
な
い
学
び
の

場
を
目
指
し
て
！
～
」

◦
講
師　
齋
藤
眞ま

さ

人と

（
立
花
高
等
学
校
校
長
）

◦�

日
時
　
６
月
４
日
㈰

　

　
　
　
　
午
後
１
時
45
分
～
4
時
半

◦�

場
所
　�

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

ホ
ー
ル

◦
入
場
料　
千
円
（
資
料
代
）

※
18
才
以
下
は
無
料

問 

フ
レ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

☎
０
９
６（
３
４
５
）８
８
４
７

　
県
立
装
飾
古
墳
館
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
、
全
国
30
以
上
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
大
集

合
。
京
都
国
立
博
物
館
の
公
式
キ
ャ
ラ
「
と

ら
リ
ン
」と「
く
ま
モ
ン
」の
夢
の
コ
ラ
ボ
も
。

北
海
道
か
ら
流
氷
、長
崎
か
ら
は
ペ
ン
ギ
ン
、

旧
石
器
時
代
か
ら
は
旧
石
器
人
が
や
っ
て
く

る
？

◦�

日
時
　

　
６
月
17
日
㈯
　
正
午
～
午
後
５
時

　
６
月
18
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦�

会
場
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

対
象
　
幼
児
～
低
学
年
児
童
推
奨

◦�

参
加
料
　
無
料
（
一
部
材
料
費
が
必
要
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
）

◦�

申
し
込
み
　
不
要

問 

県
立
装
飾
古
墳
館�

☎（
36
）２
１
５
１

「
子
ど
も
は
世
の
中
を
変
え
て
い

く
光
」
講
演
会

熊
本
地
震
復
興
応
援
企
画

「
ミュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ッ
ズ
全
国
フェア
」

催し

催し
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◦日時　６月９日㈮
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター小会議室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

◦日時　6月13日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)1579

消費生活相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9 時〜正午
◦司法書士相談　午前 10 時〜正午
◦法律相談　
　【山鹿】午前 10 時〜午後３時

心配ごと相談定例相談
【一般】
①看護師　20 万円〜
②臨床工学技士　182,500円〜
③栄養士・管理栄養士業務
　148,000 円〜
④幼稚園教諭または保育士
　163,000 円〜
⑤介護支援専門員　18 万円〜
⑥看護助手　132,800 円〜
⑦医療事務（経験者）　143,000 円〜
⑧受付事務　14 万円
⑨経理事務　166,500 円〜
⑩ルート営業　18 万円〜
⑪ 調理師　149,600円〜
⑫工場内作業員　17 万円〜
⑬ 製材工（マシンオペレーター）　

142,000 円〜
【パート】
①保育士　時給 930 円〜
②介護職　時給 850 円〜
③レジスタッフ　時給 800 円
④販売員　時給 780 円
⑤調理補助（下処理）　時給 750 円
⑥接客・配膳スタッフ　時給 870 円
⑦ クリーンスタッフ　時給720円〜
⑧公園施設管理　時給900円
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室☎（43)1724

仕事の相談はお気軽に

◦ 日時　６月７日㈬・14 日㈬・
　　　　21日㈬・28日㈬※要予約
　　　　午前 10 時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許

証など）、代理の場合は委任状
問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

精神保健指定医に相談できます。
◦日時　６月８日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

精神保健相談
認知症に関する相談

◦日時　６月 14 日㈬・28 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�６月６日㈫・13 日㈫・
　　　　20日㈫・27日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�６月７日㈬・14 日㈬・
　　　　21 日㈬・28 日㈬
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　６月６日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　６月 13 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　６月 20 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�６月 27 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい者・児相談
専門の相談員が支援します。

　【菊鹿】午前 10 時〜正午

【山鹿】
①一般相談　６月９日㈮
② 司法書士相談（登記関係）
　６月 23 日㈮※要予約
③法律相談　６月30日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134
【鹿北】
①一般相談　６月８日㈭
② 司法書士相談（成年後見・多重債

務・登記関係）
　６月 22 日㈭※要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696
【菊鹿】
①一般相談　６月７日㈬
②法律相談　６月28日㈬※要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
①一般相談　６月６日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
①一般相談　６月５日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811

問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

６
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

４日㈰ 坂本医院／松永整形外科リウマチ科 山鹿岩下薬局

11日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局／山鹿岩下薬局

18日㈰ うちだ内科医院／はとの眼科クリニック えいせい堂薬局／ココノエ薬局／山鹿岩下薬局

25日㈰ 平井藤岡医院／藤原クリニック 山鹿岩下薬局

　皆さんの応援に励ましていただきながら 11 年間オムロン選手としてプレーでき、心から
感謝の気持ちでいっぱいです。素晴らしい環境の中ハンドボールができたことを誇りに思い
ますし、皆さんと一緒に戦い、喜びや悔しさなどの想いを分かち会えたかけがえのない時間
は、これからも私の財産として心に残り続けると思います。今後は私も一人の OG として
チームを陰ながら応援させていただきますが、皆さんもぜひ、引き続きオムロンハンドボー
ル部への温かい応援をよろしくお願い致します。11 年間本当にありがとうございました。

オムロンハンドボール部へ入部以来活躍された３人の選手が退部されました。

山中絵
え り な

里奈 選手

お別れと新たな出会い！

　６年間、応援して下さりありがとうございました。皆様のご支援・ご声援があり今まで
戦い続ける事ができました。また、素晴らしい環境の中でハンドボールが出来たこと、本
当に感謝しています。これからは違う道に進みますが、ここで学んだ事を忘れずに頑張り
ます。これからもオムロンハンドボール部へのご声援よろしくお願い致します。ありがと
うございました。

　素晴らしい環境の下でハンドボールに打ち込む事ができたこの６年は、私にとって本当
に貴重で幸せな時間でした。仕事やハンドボールを通して出会えた方々、そこで生まれた
繋がりは一生の宝物です。ここで経験させていただいたことに自信と誇りを持って、今後
に生かしていきたいと思います。本当にありがとうございました。

小林彩
あ や か

香 選手

澤田智
と も み

美 選手

新戦力のご紹介
尾崎佳

か な

奈　選手 西尾瑠
る な

那　選手 野中映
え み

見　選手

　自分の持ち味を生かしてチームに
貢献できるように頑張ります。よろ
しくお願いします。

　チームに貢献し、ハンドボールを
通して恩返しができるよう頑張りま
す。よろしくお願いします。

　新しい風を吹き込めるように一生
懸命頑張ります。よろしくお願いし
ます。

出身地
福岡県
ポジション
右サイド

出身地
福岡県
ポジション
ポスト

出身地
奈良県
ポジション
センター、左サイド



問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）
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認知症初期集中支援チームのご案内

　認知症になっても本人の意思を尊重し、できる限り住み慣れた
地域で暮らし続けるため、認知症の人やその家族に早期に関わる

「認知症初期集中支援チーム」を設置しています。早期診断・早
期対応に向けた支援をしますので、お気軽にご相談ください。

　本人や家族、民生委員、ケアマネジャーな
どから相談を受け、認知症が疑われる人や認
知症の人のご自宅を訪問し、必要な支援を行
い、自立した生活のサポートをする専門職（医
師、保健師、認知症地域支援推進員など）のチー
ムです。サポート期間は最長で６カ月です。
　その後はケアマネジャーなどの関係機関や
本人に必要なサービスへつなぎます。

　自宅で生活している 40 歳以上の人で、認知
症が疑われる人や認知症の人。
　●　 認知症の診断を受けていない、または治療

が中断している
　●　 医療サービスや介護サービスを利用してい

ない
　●　 サービスを利用しているが、認知症による

症状が強く、対応に困っている
などに該当する人が対象です。

認知症かな？と思ったら

●●●１．相　談 ２．家庭訪問 ３．サポート

山鹿市地域包括支援センターへ
ご相談ください。

認知症初期集中支援チームがご
自宅を訪問します。
※�ご自宅での様子などを見せて

もらい、今後の具体的な話を
します。

さまざまなサポートをします。
たとえば…
① かかりつけ医への相談、専門

医療機関への受診促し・調整
② 必要な医療や介護サービスの

検討・調整
③ 症状に応じた対応、日常生活

などのアドバイス

▶ ▶

 認知症初期集中支援チームとは？

 相談から支援までの流れ

 どんな人が対象？



山鹿市地域包括支援センターだより
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地域包括支援センターはこんな仕事をしています

　50 年程前のわが国は、１人の高齢者を多くの
現役世代で支える「胴上げ型」の社会構造でした。
しかし、少子高齢化が進み、現在は「騎馬戦型」
といわれる社会構造となっています。
　このまま少子高齢化が進めば、将来は現役世
代１人で高齢者１人を支える「肩車型」の社会

構造になるといわれています。現役世代の負担
が大きくなることで、子育てや経済活動にも影
響が生じることが心配されています。
　この問題の解消には、高齢者が健康で生きがい
を持ち、社会参加や社会的役割を担うなど、支え
る側になることが必要だといわれています。

　「介護のサービス事業に不満があるが、どうす
ればいいのかわからない」「近所の一人暮らしの
老人が認知症のようで心配」など、高齢者や家族、
近所の皆さんからの介護に関する悩みや問題に

対応します。健康、福祉、医療など、介護以外
のことでも、内容に応じて適切な解決方法を探
すお手伝いをします。まずはお気軽にご相談く
ださい。

介護のことで困ったときは、まず相談を

●自立した生活ができるように支援します
　支援や介護が必要となる可能性の高い人が
自立して生活できるよう、介護保険サービス
利用などの手続きをお手伝いします。

●さまざまな方面から支えます
　皆さんを支えるケアマネジャーへの支援や、
さまざまな機関と連携して、より暮らしやす
い地域づくりを目指します。

●権利を守ります
　皆さんが安心して暮らせるように、さまざ
まな権利を守るお手伝いをします。お金の管
理や契約に関する不安のある人へ成年後見制
度の紹介や、虐待の早期発見、消費者被害な
どに対応します。

これからの高齢者を支える社会構造

今後、急速に高齢化が進み、やがて「１人の若者が１人の高齢者を支える」という厳しい社会が訪れます。

●高齢者も社会参加しながら、お互いを支え合うことが必要です。

1965 年
「胴上げ型」

65歳以上１人に対して、
20 〜 64 歳は 9.1 人

高齢者が長く働
ける環境づくり

支え手を少しでも増や
す取り組みが必要

2012 年
「騎馬戦型」

65歳以上１人に対して、
20 〜 64 歳は 2.4 人

2050 年
「肩車型」

65歳以上１人に対して、
20 〜 64 歳は 1.2 人

▶ ▶ 解決する
ためには

健康で いきいきと 自分らしく 社会参加する！いつまでも

高齢者を支える社会構造の変化
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■人の動き
人口 40 人減りました 53,364 人
男性 29 人減りました 25,142 人
女性 11 人減りました 28,222 人
世帯数 49 世帯増えました 21,741 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,356 人
15歳〜64歳 53.1 ％ 28,327 人
65歳〜 35.0 ％ 18,681 人

４月末現在 (増減は前月末比 )

山本寛
かん

斎
さい

氏のイベントに山鹿灯籠が登場！
　昨年、寛斎氏が東京の国立代々木競技場第二体育館
で開催した、日本元気プロジェクト「スーパーエネル
ギー !!」。ことしは６月 10 日㈯、東京・六本木ヒルズ
アリーナへ場所を移して開催されます。今回は寛斎流
の「お祭り」というコンセプトで、いつものショーに
加えワークショップや体験イベント、グルメブースな
ど楽しい企画が盛りだくさん。もちろん山鹿灯籠も演
出に登場し、熊本への元気を発信します。入場無料の
本イベント、在京のご友人にもぜひご紹介ください。
※詳細は公式サイトをご覧ください。
　http://www.kansai-inc.co.jp/ngp2017/
こちらも山鹿灯籠が登場！ファッション・カンタータ
　一方、同じ日に京都で開催される伝統的な服飾文
化を世界へ発信することを目的としたファッション
ショー「ファッション・カンタータ」。ことしで 25

回目を迎える今回のディレクションを寛斎氏が担当す
ることになり、こちらにも山鹿灯籠の登場が決定。伝
統和装と最新モードが融合し、東京とはまた違った世
界観で魅せる山鹿灯籠も必見です。

　今年度も引き続き
山鹿灯籠の知名度向
上を図るため、寛斎
氏の持つフィルター
を通して全国の皆さ
んの目に触れる機会
を創出していきたい
と思います。今後の
展開にご期待くださ
い。

山鹿元気プロジェクト通信   No.7
問商工観光課
☎ (43)1579

日本元気プロジェクト2017のポスター

♡メッセージ
パパとママと、初めて子ども旅行に参加
しました。楽しかったね♪♡メッセージ

ゆうこばぁば、いっぱい遊んでね！　大好き♡

（H27.3.26 生まれ）
千田（鹿央町）

　   き　ら　　   みさき

吉良　美咲ちゃん

（H22.5.3 生まれ）
山鹿（山鹿）

　   まつ だ　　  みはね

松田　美羽ちゃん
（H27.5.2 生まれ）

山鹿（山鹿）

　 まつだ　　  こうだい

松田　昂大ちゃん
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